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残業せずに副業してたら、エリート部長から同棲を命じられました
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第一章　バレた！












【冴子】






「お先に失礼します」

　背中にいくつもの非難の視線が突き刺さるけれど、残業はしない。絶対にしない。

　理由は親の作った借金を返すため、副業をしているから。

　この会社は福利厚生も充実しているし、残業も申請すればできるのだけど、昨今の働き方改革によって残業はしないようにと言われている。必要な時は上司に申請して了承を得てからになる。だけど所属している部署は海外取引をしているから、どうしても時間的に遅くなり、営業スタッフの多くが居残っていて、それが当たり前になっている。

　営業は取引している国によって就業時間を割り振っているけれど、私のような事務は九時六時の八時間勤務で仕事を回している。与えられている仕事を終えていれば定時で帰っても咎められることはないものの、随時発生する細々した確認事項やデータ抽出の事務作業に営業たちの手が取られてしまうと仕事が押して困るということで、結局事務も残ってサポートしているという具合だ。

『三賀みつか商事』は食器やキッチングッズをメインに取り扱う中堅の雑貨商社で、特に欧米のメーカーを得意としている。私こと加藤かとう冴子さえこはまさしく中枢事業であるキッチングッズ事業部、略してＫＧ事業部に所属していた。

　親の介護のため残業できないと言っているので、表向き文句を言ってくる人はいないのだけど、『目は口程に物を言う』というもので、毎回忙しい時期に「お先に失礼します」と言えば、きっつい視線が背中に突き刺さるというわけで。

　あと、もう一つ文句を言われない理由がある。それは私の容姿。

　キリッと顔のうえに『冴子』なんて名前だから、性格まで冴えた『怖い女』と思われているのだ。

　まぁ、確かに子どもの頃から集中力には定評を得ていたからミスはしないのだけど。でも、ダブルワークだから毎日もうヘトヘトで、疲れているのでしゃべる気力がなくて口数も極端に少ない。いつも不機嫌そうに見えるらしくって、それが原因で『怖い女』のレッテルを貼られている。単にダルくて眠いだけなんだけど。

　本当の私はかなり気が小さくて人見知り。コミュ障だという自覚もある。だから文句でも言われようものならその場で泣き出してしまうかもしれないほどの臆病者なのだけど、その誤解は都合がいいので放置している。

　そんな私のもっとも苦手とするところが、一年前にここＫＧ事業部の部長に就任した森川もりかわ雪広ゆきひろ、三十三歳。見た目は優男だけど仕事には厳しい鬼部長で、三十三歳で部長になるような人だから文字通りのエリート。実家は世田谷区や杉並区や品川区にいくつもの大きな土地をもっているらしい。部長名義の不動産もあるとかで、かなりのリッチマンと聞いている。

　身長は一八〇センチくらい。一流大学を出て、入社後三年目からＥＵ諸国で転勤を繰り返し、去年本社に帰ってきた。社内外の女性スタッフに大人気だ。とはいえ、自他ともに認める仕事の鬼でいつも不機嫌そうにしているから、私なんて怖くて怖くて仕方がない。どこがいいのか、さっぱりわからない。

　……まぁ、私も疲労と寝不足で愛想がないから、部長のことをとやかく言える立場じゃないけど。

　私が残業しない非協力的人間だから、いつも睨んでくる。それが怖い！　だから帰る時は部長が席についている時を狙う。いない時に帰ろうとして、廊下あたりで鉢合わせとかしたくないから。

　今日も部長が席にいることを視界の端で確認してから立ち上がった。

　それなのに！

「加藤さん」

「はい」

　エレベーターを待っているところに声をかけられて、顔を向ければいつの間にか部長が真横に立っていた。

　ひぃ！　という悲鳴が出そうになって必死で喉に力を込める。

「なんでしょうか？」

「帰るところ引き留めて悪いんだけど、あのさ、今、追い込みの時期だってことはわかっているよね？」

　なにが言いたいのか、私だってバカじゃないからわかってる。だけどここで「そうですね、はい、残業します」とは言えないからとぼけるしかない。

　今夜も副業があるから、誰がなにを言おうが帰らなくてはいけない。

「はい」

「今月は売上目標に達してなくてみんな必死だったところに、工場がトラブって生産ラインが一時止まったから大混乱している。納品の遅れを取り返せていなくてクレームの電話もまだ多い。取引会社との電話対応は加藤さんの直接の仕事じゃないのはわかっているけど、せめてこのトラブルが落ち着くまで協力してもらえないだろうか」

　うぅ、そう言われると、つらい……協力したいのはやまやまなんだけど、こっちにもどうにもできない事情があるんで……

「そのことについては申し訳なく思っています。ですが、自宅には介護が必要な親がいるので、早く帰らないといけません」

「………………」

　そこにちょうど待っていたエレベーターがやってきて、扉が開いた。

　エレベーター、ＧグッＪジョブ！

「申し訳ありません。失礼します」

　シュワーっと音を立てて扉が閉まり、再び動き出す。

　ドクドクドクと心臓が早鐘を打っている。

　落ち着け心臓。もう部長の姿はないんだから大丈夫。

「はあ」

　肩を上下に大きく動かして深呼吸をする。早鐘を打っていた心臓がちょっぴり収まってきた。

　この会社は残業代がしっかり出るんだけど、それでも今やってる副業に比べれば額面が及ばないからやめられない。それに残業ってその日その時で変動するけど、副業は仕事を入れた分だけもらえるから、借金返済の計画を立てやすいし、目途も立つ。

　でもね、部長、借金を返し終えたら会社に貢献しますから。私だってこの会社には愛着を持っているんです。だからそれまで待ってください。

　心の中で言い訳と懇願をしてから、もう一度「はあ」と盛大なため息を落とした。






　地下鉄の改札口の前でスマートフォンを取り出し、副業会社であるクリーンメイド社からのメッセージを確認する。

　今日の訪問先は品川のハイタワーマンションだった。こういうところは常駐のコンシェルジュなんかがいて、鍵を渡してくれるから安心なのだけど、多くはごく普通の家庭で、ポストの中や植木鉢の下とかに置かれているのを取って家の中に入る。それなのに、連絡してきた場所とは違うところに置いていて、困ることもけっこうあるんだよね。

　ということで、鍵を預かって居住エリアに入り、エレベーターで依頼主の部屋に向かった。

　私の副業はハウスキーピングだ。依頼内容に従って家事を行う。

　今日は全部屋の掃除で、特にお風呂場とトイレは念入りに、とのことだった。

　こんな時間に掃除機なんかかけていいものだろうかと思うけれど、防音が効いているそうで気にしなくていいらしい。

　割烹着を着て、手袋をはめ、いざ掃除スタート。

　家事全般好きで、時間があれば掃除したり料理したりしている私だから、このハウスキーピングの仕事はある意味天職なのだけど、お給料のいい今の会社を辞めるつもりはない。

「きれいになるとスカッとする！」

　誰もいないので思わず大きな独り言が出てしまった。

　今日はアンラッキーな日だ。苦手な森川部長と鉢合わせするどころか、わざわざ追いかけてきてあの小言だもんね。……小言じゃないかもしれないけど、小言にしておく。

　それにしても広いな、この家。掃除機、かけてもかけても終わらない気がするのだけど。

　なんて思っても、いつかは終わりがくるわけで、ここが済めば次は念入り要求の入っているお風呂場へ。鏡のウロコ取りもしっかり行う。

　長年この仕事をしている年配のハウスキーパーさんが言うには、昔は一つ一つに時間がかかったそうだけど、今は洗剤からスポンジから性能が素晴らしいから、ずいぶん楽になったそうだ。

「おお、ピカピカ」

　我ながら惚れ惚れするな。

　こんな調子で洗面所の鏡もきれいにし、トイレもかなり念入りに掃除し、三時間かけて終わらせた。時計を見ればちょうど一〇時。ハウスキーピング会社にスマホで終了報告をして本日のミッションを完了。

　玄関の靴箱の清掃内容を記した受注書に諸々書き込んでサインし、誰もいない部屋に向かって礼をして外へ出た。

　感謝してもらえたらいいなぁ～。

　こういうのも縁だと思う。同じことをやっても喜んでくれる人もいれば、当たり前と反応薄の人もいれば足りないと文句を言う人もいる。幸い私が担当した人は喜んでくれることが多くて、次回の指名をしてくれるからありたがい。

　とはいえ、夜時間に清掃を依頼する人とは顔を合わせることがほとんどないので、指名してくれる人がどんな方なのかはわからないのだけど。

　意気揚々と帰路についた。

　きれいになった部屋に大満足で、帰り道では部長に呼び止められた不快感はどこかへいってしまっていた。










【雪広】






　ばふっとマットの衝撃が全身に伝わり、スプリングがギシッと音を立てた。

「ああ～疲れたぁ～」

　やっと金曜日が終わった。と、いっても、ヨーロッパとは七、八時間の時差があるから、まだ完全にオフモードには切り替えられないのだが。

　それにしても……

　脳裏に加藤の顔が蘇り、気分は一気にネガティブになる。






　――そのことについては申し訳なく思っています。ですが、自宅には介護が必要な親がいるので、早く帰らないといません。






　そう言われてしまえば返す言葉がない。

　だが、実際に非協力な彼女への不満を口にするスタッフは少なくない。ちょっと居残ってデータ抽出なんかをやってくれたら助かるのにと営業などはよくこぼしている。システムの操作に慣れた彼女がしてくれたほうが、慣れない営業がするより数倍数十倍速いのだから。

　どうしたものか。

「………………異動させるか。いや、無理だな」

　自分の声と言葉を耳で聞いて、納得してしまう。

　無理だ。

　彼女の勤務評価はレベルＡで文句のつけようもない。実際、不満を口にするスタッフも、残業しないとか協力的ではないとか言いつつも、仕事の内容的には信頼していて頼りにしている。

　異動の希望を出せば手を挙げる部署はあるだろうが、理由が『残業しないから』ではこっちが人事から大目玉を食らうだろう。

　それに、彼女がいなくなったらそれはそれで業務的にも困る。一〇〇点を取っている者に一二〇点を求めて実現しないからって怒るのはあまりにも自分勝手だ。だけど、俺としてはやっぱりもっと協力的な人材が欲しい……うーん、堂々巡りだ。

「うまくいかないなぁ」

　顔もなかなかいいしプロポーションは細すぎるくらいだけど、仕事もできるのに、残業しないだけでスタッフからの評判が悪いのは気の毒のようにも思うが、いつも不機嫌で愛想もよくなければ仕方がない。

　そうは思うがさ！

　なんとかならないのかよ。せめてしおらしくでもしてりゃもうちょっと印象も違うのに、『仕方ないだろ、そもそも残業はしちゃいけない世の中なんだよ』とでも言いたそうな顔でよっ。

　ナノレベルでかわいげがない。

　ああ、なんかめちゃくちゃ腹立ってきた！

　だけどその前に、ハードワークでへとへと……






　ＲＲＲＲＲＲＲＲ……

　ＲＲＲＲＲＲＲＲ……

　なんの音？

　ＲＲＲＲＲＲＲＲ……

　あ、電話。

　ＲＲＲＲＲＲＲＲ……

　眠いのに……

　ＲＲＲＲＲＲＲＲ……

　誰だよ、ったく。

「……もしもし」

『森川雪広さまの携帯電話でよろしいでしょうか？』

「はい、森川です」

『わたくし、クリーンメイド社の平井ひらいと申します。本日九時より、三時間の予定でハウスキーピングのご依頼を承っております。スタッフが時間通り訪問いたしますが、よろしいでしょうか』

　ハウス――

　そうだった！

「よろしくお願いします」

『かしこまりました。本日は加藤がまいりますので、よろしくお願いいたします』

「加藤さんですね、お待ちしています」

『平井が承りました。失礼いたします』

　慌てて時計を見たら、八時だった。

　そうか、昨夜あのまま寝てしまったのか。

　見ればジャケットこそ着ていないが、まだスーツ姿のままだ。マズい。

　慌てて着替え、それからシャワーを浴びる。熱めの湯を頭からかぶれば、目が冴えてきた。

　そこから軽くなにか食いたいが……

「仕方ないな」

　あいにく冷蔵庫にはまともなものがないので、インスタントのカップうどんを食って腹を満たし、ハウスキーパーが来るのを待った。

　手持ち無沙汰で何度も部屋を見渡してしまう。

　最近とみに忙しいので、友人に紹介してもらったハウスキーピング会社に依頼してみたんだが……

　もうちょっと片づけておいたほうがよかったかな、なんて思ってしまう。だが、まだ疲労が抜けないこの状態で、掃除や洗濯をするのかと思うとぞっとする。金で解決できるならそうしたいし、浮いた時間でのんびり本でも読んでいたい。いや、読んで勉強せねばならない経済紙や時事雑誌なんかも積んである。

　こういう場合、俺はいないほうがいいのだろうか。

　そういえば、依頼の際、訪問時は在宅か不在か聞かれたっけ。なにかあってはいけないから在宅を選択したが、不在のほうがよかったのだろうか。

　なんだかそわそわしてしまう。

　そして時計が九時になった。

　ピンポーン。

　来た。

「はい」

『クリーンメイド社の加藤でございます。本日のお仕事に参りました』

「お待ちしていました。どうぞ」

　エントランスのドアキーを外す。待つこと数分。再びドアフォンが鳴った。

『加藤でございます』

「はいはい」

　玄関に急ぎ、ドアのカギを開錠して扉を開け――

「え？」

「あ？」

　俺と彼女の声が重なる。

　そこにいたのは加藤冴子。どうして彼女がここに？　なぜ俺の家を知っている？

「あの……」

「どういうことだ？」

　彼女がなにか言いかけたのにかぶせるように言ってしまった。

　だけど、本当にどういうことなんだ。

「どうって……レアコート９０３号室森川ゆ――あっ」

「なんだよ」

「部長の名前、雪広ですよね？　スノーに広島の広」

「そうだ」

「……ちゃんと見てなかった。森川なんてそう珍しい名前じゃないし、部長のお住まいがどこかなんて知らないし……え、マジ？　ウソ……」

　なにをごちゃごちゃ言っている。こっちはこれからハウスキーパーが来るってのに。

　………………え？

　加藤？

「もしかして、今、下でクリーンメイド社から派遣されてきたハウスキーパーの加藤って言ったの、加藤さん？」

　いや、自分で言ってて日本語がイカれているってのはわかる。でも。

「……はぁ」

　はぁって……

「どういうこと？」

　聞きたいことはさっきと違うが、同じ言葉を繰り返していた。それだけ動揺している。

「えーっと……」

「いや、まて。ここでは近所の目があるから、中に入って」

「……失礼します」

　彼女を部屋の中に通し、ダイニングキッチンに案内する。席についてもらい、アイスのウーロン茶を出した。

「ありがとうございます。えと、私、掃除に来ました。まずはご依頼のお仕事を果たしたいと思うのですが」

「話を聞く方が先だ」

　彼女が怯えたように肩をすくめた。そんな姿はこの一年で初めて見るのでちょっと驚いた。俺の知っている加藤冴子は、いつも不機嫌そうにしていて、誰の文句も聞き入れないような強気姿勢だったからだ。今の彼女はまるで気弱な少女みたいで、意外という言葉しか出てこない。

「ここに君がいるのは俺がクリーンメイド社に依頼した掃除のため。君がクリーンメイド社のスタッフだから、それに間違いないな？」

「……ないです」

「ウチの会社は副業を認めていない。知ってるよな？」

「……はい」

「それに君は介護が必要な親のために残業もできなければ、歓送迎会も社員旅行も参加できない……だったよな？」

「……はい」

「で、どういうことか説明してもらおうか」

　自分でも語調に怒気がこもっていることがわかる。彼女の顔が怖がっていること丸出しで、これでは俺が一方的にいじめているみたいじゃないか。

「……えと、えっと……その……」

　いつもの歯切れのいい彼女とは別人みたいなんだが？

「すみません。その……嘘をついていまして……」

「どんな嘘？」

「親が病気というのが……」

「では、元気なんだな？」

「……はい。健康面ではピンピンしています。ですが、メンタル面はちょっと」

「そっちが病気なのか？」

「……いえ、その、病気という意味ではそうではありませんが、借金で首が回らないのでいつも不安でどよんとしていますが……」

　借金？　今、借金って言ったか？

「親が連帯保証人になったおかげで借金を背負うことになりまして、それを返すためにどうしてもお金が必要なんです。だけど私のお給料からだけではごくわずかしか出せないし、残業代では不安定だし、それで夜とか週末祝日に働ける仕事をしようと思いまして。でも飲食店では誰かに見られそうだし、私、家事好きだし、家事代行の会社に登録したんです。けっこう時給もいいし、指名されたら指名手当がつくし、願ったりかなったりで……」

「………………」

「副業禁止は知っています。規定違反をしていることも、みんなに迷惑かけていることもわかっています。でも、借金は待ってくれないので仕方なくて」

「………………」

「すみません！　お願いします。会社には言わないでくださいっ」

「借金って、あとどれくらい残っているんだ？」

「一〇〇〇万……」

　一〇〇〇万か。けっこうな額だな。

「家族全員で返しているので、あと一年くらいと思います。返し終わったら今まで迷惑かけた分、頑張って働きます。お願いします。もう少しの間だけ、見逃してください」

「加藤さんってどこに住んでるんだっけ？」

「私ですか？　足立区ですが」

「家族とそこで暮らしているのか？」

「いえ、親は長野です」

　一人暮らしなのか。

「部長、どうかお願いします」

「……ちょっと考える。とりあえず今日はもういいから帰れ」

「は？　いえ、それはできません。九時から一二時まで、ご依頼分は果たします」

「いいよ。君に掃除してもらったら、部下を私的利用しているみたいでスッキリしない」

「待ってください待ってください。次回、別の人を指名されても査定が悪くなるんで困ります。ここはキッチリお仕事させてもらって、なんの問題もなく終わって、次回も会社側に任せるってことにしてもらえないと――あ」

　俺の顔がよほど歪んでいるのだろうか。加藤冴子は息をのんで黙り込んだ。

　それもそのはずだ。苛立ちがこめかみあたりに炸裂していることを自分でも感じるんだから。

「さっきも言ったが、ウチの会社は副業禁止だ。ここで君を働かせてこの件を黙っていたら俺も同罪で責任に問われる。とりあえず今日は帰ってくれ」

「――――――」

　ちょ！

「加藤さん？」

「……うっ、うぅ……う」

　げげげ！　泣いてる！

「ちょっと、加藤さんっ」

「うう……ひくっ……ううううう……」

「わかった！　わかったから泣かないでっ。えっと、掃除したいんだな？」

「……は、い」

「じゃあ、今日だけ、今日だけ特別見なかったことにする。あ、いや、俺は他のことに気を取られていて、君だと気づかなかったことにする」

「……ふぁ、い」

　グスグスと鼻をすするから、急いでティッシュＢＯＸを渡した。加藤さんは一枚二枚と取り、チンと鼻をかむ。

　ゴミ箱を差しだせば、丸めて捨てる。

「では、始めます」

「……うん、よろしく」

　割烹着をつけて掃除を始めた彼女の姿を呆然と眺めていた。

　それから約三時間。

　部屋は見る見るきれいになってゆく。

　掃除機をかけ、雑巾でどこもかしこも磨きあげてゆく。

　その手際のよさに驚くが、そうだ、職場での彼女もテキパキしていて無駄がなかった。

　残業しないだけで仕事ぶりはいいんだ。私語はないし、無駄に席を立たないし、ミスは極めて少ないし。それに就業時間内だったら他のスタッフの仕事も手伝っている。

「部長」

　だから、どこにも責められることは……え？

「部長、終わりました」

「あ、ああ、そうか」

「本日はありがとうございました。業務内容がこちらになります。お支払額と振込先はこの欄です。一週間以内のお振り込みをよろしくお願いいたします」

「わかった」

「では、失礼いたします」

「待てよ。加藤さん、疲れただろ。もう昼だし、なにか食っていけよ」

「いえ、お客さまの家で飲食は禁じられていますし、仕事が終われば速やかに退出するのが決まりです。これで失礼します。えと、この件は、また後日、その……」

　あまり引き留めてはいじめているみたいだよな……

　弱り切っている彼女を見ていると、なんだか罪悪感に苛まれてしまう。

「わかった。この件はまた後日話すことにする。今日はお疲れ様。ありがとう」

「失礼いたします」

　深く頭を下げて帰っていく彼女の後ろ姿をぼんやりと見送った。そしてダイニングキッチンに戻ると、テーブルに手の付けられていないウーロン茶がぽつんとあった。

















第二章　世間ではそれを同棲と呼ぶ












【冴子】






　信じられない！　信じられない！　信じられない！

　よりにもよって、派遣先が部長の部屋だなんてっ。しかも、取り乱してわけのわからないことを懇願して、挙げ句の果てに泣いてしまった。

　情けない……

　心底ビックリしている部長の顔に、こっちがビックリしてしまった。
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　飲食店でウエイトレスをするよりいいかと思ったけど、やっぱりリスクはあるんだなぁ。

　だけど、どうなるのだろう。会社に報告されるのかな。そしたら、当然退職勧告とか受けるのよね？　それとも副業を辞めて始末書でも書いたら許してもらえるのかな。

　どうしよう。

　会社は辞めたくない。だけど、副業を辞めては借金を返すのが大変になる。

　一回三時間、一日三件回る週末。日曜も同様なので、週明け月曜日はぐったりモードで出勤となる。平日は三回入れているので、月一五万くらいになる。そこにこの会社からもらえるお給料と賞与を加えて、三〇〇万が私の負担分。あとは父と母と弟が用立てて、残っている一〇〇〇万と利息を払うことになっている。

　それにハウスキーピング会社だって、いきなり私に抜けられたら困ると思う。ダメならダメで、せめて一か月くらいかけてフェードアウトに持ち込みたい。

　ああ、でも、やっぱり借金。あと一年くらいの頑張りだ。だからお願い、部長、内緒にしてて。

　……そう願わずにはいられないけど、部長の立場からすれば、黙認は難しいか。

　こんなことをグルグル考えながら、次の仕事先に向かう。






　――この件はまた後日話すことにする。






　部長の言葉が頭の中にずっと響いている。

　ああ、神さま！　部長が見逃してくれますように！

　そして――

　副業がバレてから一週間が経った。部長からの話は、まだない。

　どういうこと!?　これでは生殺し状態で辛いだけなんだけど。

「おはようございます」

　愛想のない私とて挨拶くらいはキチンと行う。挨拶を返してくれた人に軽く会釈をして席に座った。とはいえ、チラリと部長席に目をやると、まだ空席だった。

　どんな顔をして部長と二人きりになればいいのかわからない。

　とにかく、話をするときは、フェードアウトのためにハウスキーパーの仕事を減らして、その分残業して仕事をはかすのに協力するからもうしばらくはってお願いするしかないかな。

　森川雪広部長――三十三と若いくせにやたらと自他に厳しい仕事の鬼って評判だから……ああ、絶望感がこみ上げてくるよ。

　おはようございます、という声が聞こえ、顔を上げたら部長がみんなと挨拶を交わしながら席に向かっているのが見えた。

　今日もスーツ姿が決まっている。細身ですらりと背が高いからシルエットがとてもきれいだ。

　しかもそこに乗っている顔も爽やかでグラビアモデル並み。こんなになにもかも揃っていたら人生楽しいだろうな。……いや、それって偏見よね。イイ男にはイイ男の悩みがあるかもしれない。

　うぅん、仕事仕事。勤務時間中は全力でこの会社に貢献しないと。

　営業の追い込み時期でみんな忙しい。集中してたらあっという間に昼に、そして午後も飛ぶように時間が過ぎて、気がついたら夕方になっていた。

「ええ？　そうなんですか……それで容態は？」

　ん？

「そうですか、熱はそんなに高くはないのですね。わかりました。ですが、ちょっとぬけられなくて……」

　熱？　子どもが熱を出したのかな？　確か高倉たかくらさんには四歳と二歳の子どもがいたはず。

「夫と相談します、折り返し連絡させてもらいますので、ちょっとお時間いただきたいです」

　今日は月曜でハウスキーパーの仕事は入れてない。さすがに二日間フルで働いた後の月曜はキツいから。いつもなら気づかないフリをするのだけど、でも部長にバレた件もあるし、ここは私がかぶるか。

　電話を切ろうとしている高倉さんに向け、スマホを手で覆うゼスチャーをする。わたしのシグナルに気づいた高倉さんは、訝しげにこちらを見ながら、スマホを顔から離した。

「お子さん、熱でも？」

「ええ、そうなの」

「残っている分は私がするので、高倉さんはお子さんお迎えにいってあげてください」

「えええっ!?」

　え？

「いいの!?」

「ええ、今日は大丈夫なので」

「でも介護で早く帰らないといけないのでしょう？」

　あ、そうだった。でも今さらひっこめられない。

「少しくらいなら大丈夫です。時間かかりそうなら、近所に住んでる親戚に行ってもらうんで」

「本当？　ごめんなさい、助かる！」

　高倉さんは頭を下げると、再びスマホを耳に当てて話し始めた。そして会話を終えて切ると、急いで帰り支度をし、立ち上がる。

「加藤さん、これが入力分、こっちが作成中の資料のデータよ」

「了解です。やっておきます」

「ありがとう！　ホント、恩に切るわ。じゃ、お先に失礼しますっ」

　慌てて帰っていく高倉さんを視線で見送り、さぁやろうかと思ってドキリとした。

　周囲にいるスタッフがみんな私の顔を見ている。

　なに？

　思わずきょろきょろしてしまうと、いくつもの驚いた顔にぶつかった。

「あの……」

「加藤さんが残業するなんて」

「ホント、驚き」

「明日槍かも」

「それ言いすぎ！　でも、加藤さん、大丈夫なの？」

　なんか……言いたい放題言われている気もするけど、悪意は感じられないから、まぁいいか。でも、そんなにどよめかれるとは……

「大丈夫。親戚に連絡しておけば、なんとかしてくれると思うんで」

「無理しないでくださいね。私も終われば手伝いますんで」

　前に座っている林はやしさんがそう言えば、斜め前からも「私も」という声が聞こえた。

「ありがとう。そんなに多くなさそうだし。たぶん一、二時間くらいで終わるんじゃないかなと」

　会釈をして作業を始めるけれど、周囲の雰囲気はまだ驚きモードだ。

　私が残業するってそんなに衝撃なのかな。ここまでどよめいて驚かれたら、なんか私って奇人みたいだ。

　本音を言えばみんなと足並み揃えたいんだけど、借金から早く解放されたいから無理なのよ。

　そんなこんないろいろ考えながら二時間ほど残業して高倉さんから預かった入力と資料作りを終えた。ミスがないように二回チェックして、データを彼女のグループメールアドレスに送る。

　トイレに行ってから帰ろうとして廊下を歩いていたら、今年の新入社員である山田やまださんが大きな荷物の上に中くらいの荷物を載せてヨタヨタ歩いているのが見えた。方向からして保管ルームに向かっているのだろう。

「山田さん、それ一個持つわ。危ないから」

　言いつつ上の荷物を取り上げると、山田さんが驚いたようにこちらを向いた。

「え？　あ、加藤さん。ありがとうございます。すみません」

「保管ルームよね？」

「はい。片づけ中でして」

「今？」

「ええ」

「そんなの残業してやることじゃないわよ」

　思わず言うと、山田さんは困ったように曖昧に微笑んだ。

「そうなんですが、私、どんくさくて、まだ仕事覚えられなくて、就業中ではとても片づけまで手が回らないんです。だから時間外にやろうかなって」

　もしかして、サービス残業？

「……ちゃんと残業したってつけなよ？」

「ダメですよ。片づけで残業なんてつけられませんよっ」

　めっちゃ真面目でこっちが面食らう。

「ウチ、残業は請求できるから」

「それは知っています。ちゃんとした仕事で残った時はつけさせてもらってます」

　なんかすごく純粋でキラキラしていて、五歳しか違わないのに自分が薄汚れているような気がする。あーー、私が二十三の時ってこんなにキラキラしていたかな？

　いやいや、していたしていた。していたことにしておく。じゃないと、ちょっとへこんでしまうから。

　二人して保管ルームに入った。中は雑多で埃っぽい。だけどＫＧ事業部の棚は他部署より片づいている。山田さんが頑張ってくれていたからだろう。なんか新入社員というだけでこういうのを押しつけるのって申し訳ない気がして仕方がない。

「運ぶの手伝っていただいてありがとうございました」

「これから片づけするんでしょ？　私も手伝うわ」

「ええ！　いえいえ、これは私が言いつかったことなので。しかもこんな時間ですよ。加藤さん、ご両親の介護で大変なんですから、早くお帰りになってくださいっ」

　グサグサグサ……

　良心が痛む。

「今日はもう大丈夫よ。あと少しみたいだし、二人でやったらすぐ終わると思うし。さ、しゃべってないでさっさとやって終わらしちゃおう」

「…………すみません。ありがとうございます」

　異様に恐縮している山田さんにこっちが申し訳ない気持ちになりながら、ＫＧ事業部の棚を整理整頓する。

　自分の仕事を手伝ってもらうことになってはいけないと思って、時間内は集中して頑張っていたけど、誰かの仕事と決まっていなくて、なんとなく手がすいていそうとか、新人だからという感じで押しつけられてしまいがちなことは、もっと気を配っていかないといけないな。

　その後、一時間かからないくらいの時間で片づけを終えた。

「やー、きれいになって気持ちいいわね」

　掃除好きなもので、うれしくてつい弾んだ口調で言ってしまったら、山田さんが驚いたような顔でこっちを見ていることに気がついた。

「加藤さん、すごい」

　え？　すごい？　なにが？

「私、掃除とか整理整頓とか苦手なんですが、めちゃくちゃ手際よくてすごいです！」

「そ……そう、かな……」

「仕事もできるし、整頓とか手早いなんて尊敬します。しかも、いつも不機嫌そうにされてるから怖い人なのかと思っていましたけど、親切だし、おしゃべり面白いし、すごく意外です！　ギャップ萌えしました！」

　………………えと、それ褒め言葉なのかな？　私ってば、喜んでいいわけ？

「そう？　遅くなったし、帰ろう」

「はい！」

　席に戻ると、さすがにもうフロアにはほとんど人がいなかった。

「じゃあ、山田さん、お疲れ様。気をつけて」

「はい！　助かりました。ありがとうございました」

　山田さんに挨拶をして帰路につく。

　予想外のことで帰りが遅くなっちゃったし、自分がどんなふうに見られているのか改めてわかっちゃったけど、気持ちはスカッと晴れやかだ。やっぱり掃除したからかな。きれいになるのを見るのが好きなもんで。

　月曜と金曜は貴重な自由時間なのに、その月曜を残業で潰してしまったことは痛い。けど仕方がない。まぁ、高倉さんのサポートは残業つけさせてもらうから。山田さんのほうはサービスかな。

　明日からまたダブルワーク、頑張らないと。

　とはいえ……部長との面談（と言うのかな？）は怖いんだけど……いったいいつ話をするつもりなんだろう。心臓が痛いよぉ。

　エレベーターに乗ろうとエレベーターホールに向かうと、すでに人がいた。反射的に「お疲れ様です」と言いかけて固まってしまう。

「あ」

　森川部長！

「お疲れ様」

「……お疲れ様です」

　エレベーターがやってきたので二人で乗ったのだけど、ツラ……

　狭い空間に二人だけって気まずい。早く一階に着いてほしいよ。

「今日はアレ、なかったの？」

　アレ、とはやっぱり副業のことだよね？

「はい。月曜と金曜は入れないようにしています」

「そうか」

「………………」

「………………」

「………………」

「………………」

　き、気まずい……

　その時、きゅるっと小さな音がした。自分のお腹から！

　は、恥ずかしいっ。

「加藤さん、急ぐ？」

「へ？」

「もし予定がないなら、どっかで軽く食ってかないか？」

　ちょ、それって食事に誘っているのよね!?　部長が、私を!?　ウソ……

「嫌ならいいけど」

「！　嫌だなんて。でも、あの……私、お金ないから、部長の口に合うようなお店には行けないので……その……」

「割り勘だと思っているのかよ!?」

「違うんですか？」

「当たり前だろ？　年上で、上司で、こっちが誘ってるんだから、俺が出すに決まってるじゃないか」

　え、そうなの？　でも、ご馳走になる理由がないんだけど。

「部長にご馳走になるのはちょっと……」

「嫌なのか？」

　！

「嫌だなんて。でも、あの……」

「なんだよ」

「私なんかと食事しても、部長、面白くないと思いますけど……」

「私なんか？」

「え？」

「……いや、なんでも。高倉さんと山田さんのフォローしてくれたから、お礼じゃないけど、メシくらいいいんじゃない？」

「山田さんと保管ルームで整頓してたのご存じなんですか？」

「まぁ」

　見てたってことか。

　その時、チンとエレベーターが一階に着いたことを知らせるベルが鳴り、扉が開いた。

　どうしよう。やっぱり怖いから断っちゃおうか。

「ついでにアレの件についても話がしたい」

　！

「行こう」

「……はい」

　断れなくなってしまった。というか、いよいよ閻魔審判が下されるか。ひぃぃ。

　二人して歩き始める。前方にＫＧ事業部のスタッフである前島まえじまさんがいることに気づいたので会釈をしてビルを出た。

　彼女、早く引けたんじゃなかったっけ？

「あれ、誰だったっけ？」

「ええ!?　前島さんですけど、覚えていないんですか？」

　部長の質問に心底驚いたけど、部長は私に顔を向けたまま、ふっと笑った。

「もちろん覚えてるよ。ちょっと聞いてみただけ。一年もいて四〇人程度の顔と名前覚えられないはずがないだろ」

　だよね。ああ、ビックリした。

「もう！　からかわないでください。驚きましたよ」

「なんか加藤さん、緊張してるみたいだから」

「……そうですか？　そんなことないと思いますけど」

　図星。怖い森川部長と二人で食事だなんて、しかも副業の話をするのよ？　緊張するに決まってるじゃないの。

　ヤだ、心臓痛い、帰りたい。

　リクエストとか聞かれずに歩いているので、お勧めというかごひいきにしている店があるのかな。部長のプライベートなんてまったく知らないし、ここ一、二年はダブルワークに明け暮れてるから、おいしいお店のチェックなんかもしてないので会社近くでの話題の店とかさっぱり。

　どこへ連れていかれるのだろう。部長は若いし、欧米勤務が長いからかとてもスタイリッシュ。だからきっと、おしゃれなお店なのだろうと推測する。

　会社から一〇分も歩かない場所にある鶏の店の前にやってきた。

　ここ？

　外観は新橋ならではのおじさん向けっぽい昭和レトロな感じのする店だ。あんまりしゃれている感はない。むしろ昔のテレビドラマにあるような、赤ら顔のおじさんがお酒飲みながら上司や奥さんの愚痴を言ってるような、そんなシーンに出てくる店っぽい。

　えええ……と戸惑うのだけど、でも中から漂ってくる脂の匂いは激しく食欲をそそってくる。

　お腹すいた。

「いらっしゃいませーー。何人さまですか？」

「二人」

「カウンターでもいいです？」

「どこでもいいです」

「こちらどうぞーー。お客さま二名ごあんなーーーい！」

　若い女性の店員さんが元気よく大きな声で言えば、他の店員さんたちが呼応して「らっしゃーーーい！」と声を上げる。キビキビ元気で気持ちがいい。

　中は外観とは打って変わって清潔感のある、とてもきれいな店だった。

「ビールでいい？」

「あ、はい。ビールで大丈夫です」

　部長がとりあえずビールを頼んでいる間にメニューを見てみると、鶏専門店だけあって鶏料理しかないのだけど、どの写真もおいしそうで、それでいてそんなに高い印象ではなかった。まぁ、今の私には難しいのだけど。

「これってのがあったら言って。俺はいつもお任せコースを頼んでいるけど」

「や、ないです。部長にお任せします」

「そう？　じゃあ、お任せコースで。〆だけ選べるんだ。鶏スープのぞうすいと親子丼のどっちか。ここ、この部分」

　どっちもおいしそう……

　私がメニューに釘づけになっている間に店員さんがビールとお通しを運んできた。お通しは、きゅうりと鶏皮のポンズおろしだった。

　部長が店員さんにコースを注文している間に決めないと。

「〆は親子丼とぞうすいで」

　え？

「かしこまりました！　お任せコース二名さま、〆は親子丼とぞうすいで」

　ちょ。

　思わず部長の顔を見たら、笑っている。

「悩んでいたから両方頼んだ。半分ずつにすればいいだろ？」

　半分……なるほど。だったら両方食べられる。

「今日はお疲れ様」

「お疲れ様です」

　改めてグラスを合わせつつ〝お疲れ様挨拶〟を交わす。

「……んーー、おいしいっ。やっぱりビールはおいしい」

「どうして？」

「高いから我が家では発泡酒です。生ビールなんて久しぶり。おいし～～」

「………………」

　思わず半分くらいを一気飲みしてしまった。ぷわってなってから、はっと我に返る。

　しまった！　森川部長と一緒だった！

「すみません、なんか、騒々しくて……あ、この鶏皮ポンズおいしいっ」

「だろ。グルメな友人に教えてもらって以来、よく通っているからね。お勧めだよ。そんなことより、食費とか切り詰めてるんだな」

「まぁ、それは。でも、返してしまえば元の生活に戻れます。終わったら残業もします。今までご迷惑をおかけした分も頑張ります。だから、その、副業の件、内緒にしていてほしいです」

「………………」

　ああ、沈黙しないで、絶望的じゃないのよ。

「あの日」

　あの日？

「俺はクリーンメイド社に掃除を頼んで、派遣されたハウスキーパーはちゃんと仕事をこなしてくれた」

　？

「だけど連日の労働に疲労困憊で、眠気が勝ってろくに対応せず任せっきり、終わった後もいつ帰ったか覚えていないという状態だった。だから担当してくれたハウスキーパーの顔はまったく覚えていない」

　……それって。

「だから今も、ハウスキーパーってすごいね、ピカピカになったよ。加藤さんも親の介護で疲れたら、プロを雇ったらいいよ、って話をしたくて食事に誘った」

「……部長」

　ふと気配がしたと思えば、店員さんが横にいて、お皿をカウンターテーブルに置いてくれた。七種類の焼き鳥だった。つくね、もも、皮、レバー、ハツ、ネギま、梅ささみ、手羽元。どれもすごくおいしそう。

「熱い間に食べて」

「はい。いただきます」

　まずはもも肉から。

「ん！　おいしい。お肉やわらかいし、タレの味もいい」

「喜んでもらえてうれしいよ」

　ホントにおいしい。

　部長の前なのに、会話もろくにせずパクパク食べちゃって、七本の焼き鳥をあっという間に平らげてしまった。

　その後も、ささみとカイワレ大根のサラダとか、鶏唐のスイートチリマヨネーズソースとか、もも肉のキジ焼きとか、最高だった。

　そしてそして、親子丼と鶏スープのぞうすい、部長がわざわざ両方頼んでくれた意味がわかった。これはどっちも選べない。

　幸せすぎて死にそう。あ、いやいや、まだ死にたくない。早く借金を返して、まともな生活に戻って、おいしいものお腹いっぱい食べたいから。

「ごちそうさまでした。ホントにおいしかったです。アレの件も、感謝します。ありがとうございます」

「うん。まぁ、あまり無理しないように」

「はい、では、失礼します」

　部長とは乗る線が違うので改札で別れる。

　怖いと思っていたけど、そうでもなかった。だって、黙っていてくれるんだもん。ちょっと見直したかな、なんて言ったらいけないよね。こっちのわがままなんだから。

　でも、本当によかった。










【雪広】






　人混みに消えていく彼女の背を、見えなくなるまで見送っていた。まるでなにかに囚われてしまったかのように動けなかった。

　意外だ。本当にいろいろ意外な日だった。

　遅くまでいるということは、今日は副業を入れていなかっただけだろうが、それでも驚いた。それは俺だけじゃなく、他のスタッフたちも同様で、意外だとか明日は雨だとか、いや槍だとか、いろいろ言っていたし。

　高倉さんのピンチをフォローして残業しただけでも驚いたのに、そのあとに山田さんの雑用（あ、これは指導担当の池田いけだを注意しないといけない。新人だからって雑用をまとめて押しつけるとはふてぇヤツだ）を手伝うなんて。

　それにエレベーターを待っている時の様子や俺とのやり取りも驚き以外の何物でもない。他のスタッフもそうだし俺もそうだけど、てっきり気が強くて人の言葉なんかどうとも思っていないのだと考えていた。いつも不機嫌そうにツンとしている姿しか記憶にない。腹が鳴ったからってうつむいて耳まで赤くして、恥ずかしそうにしているなんて。

　俺の誘いも、割り勘とかってないだろ。というか、割り勘なんて初めて言われた。俺に言い寄ってくる女は、みんな奢られて当たり前って態度ばっかりだったから、ものすごく新鮮だった。

　いつも不機嫌そうにしているのは、本当に機嫌が悪いのではなく、家族のためのダブルワークで疲れているからなのだろう。

　上司として管理職として、内務規定違反を黙っているわけにはいかないんだが……

　あの事情で彼女が咎められたり、万が一退職勧告を受けたり、あるいは許されても副業を辞めて借金返済が遠のいて負担が大きくなったりするのは胸が痛むし。

　そう思っていたら、スルッと隠ぺいを口にしていた。

　しまった！　と思ったが、覆水盆に返らず、だ。それにうれしそうな彼女の顔を見たら、今のは嘘です、とはとても言えない。

　残り一〇〇〇万を家族四人で分担、彼女の負担額は三〇〇万だと言っていたな。それでも生活もあるだろうし、負っている分を自分だけ終えても家族がまだならさらに負担しようと考えるだろう。であれば、まだ当分の間は大変だ。

　あの日から一週間、どう決断するか考えるために彼女の動向を観察していたが、なんかだんだん心配になってくるレベルだった。

　服や鞄はリユースだと言っていた気がする。まぁそれはいい。だけど食生活はどうもヤバそうな感じがする。昼はコンビニのおにぎり一個やスープ系プラスαくらいで、ワンコイン以下にしている様子だし、六時にここを出てから仕事先に向かうのに、行き先にもよるが、ゆっくり夕食を取っている余裕はないはず。であれば時間がかからない牛丼屋とかファストフードとか、あるいはまたコンビニでなにか買って食っている気がする。

　現に彼女、細いし。けっしてガリガリではないけど。…………もしかしたら、脱いだらガリガリだったりして。

　あ、いやいや、部下相手、しかも力いっぱいタイプじゃない女の裸なんか想像する気もない！　そうじゃなくて、食費を切り詰めているんじゃないかと心配になっただけだ。

　………………すみません。

　なんだかよくわからないが、ものすごく罪悪感に苛まれるので誰に対してかわからないけど、謝っておく。

　とにかく、隠ぺいに舵を切ってしまったから、もう隠し通すしかない。

　ＢｕＢｕＢｕ…………

　電話だ。スマホの画面を見れば、同期の青砥あおとだった。

「もしもし、どうしたよ、珍しい」

『明日からよろしくな』

「明日？」

『え？　もしかして聞いてないのか!?　明日からお前の部下だぞ』

　あ！　そうだった、コイツが俺の下に異動してくるんだった。加藤さんのことで頭がいっぱいの一週間だったからすっかり忘れていた。

「いや、聞いてる。というか、明日からってのを失念していた」

『マジかよ。頼むよ、マイ上司。やー、久しぶりの日本でそわそわしちゃうよ、僕』

　なにが『マイ上司』なにが『僕』だよ、こいつ……

『あれ、ウケない？　おかしいな』

「なんで俺の下なんだよ」

　電話の向こうで青砥は軽快に笑っている。

『そろそろ日本に帰りたいなぁと思っていてさ。どこがいいか考えたら、お前の下が楽だろうって思ったんだ。本店だし、有能な上司の下なら楽だろ、精神衛生上』

　なんだ、その理屈はっ。

「同期の部下でいいのかよ」

『五年くらい楽したい。ちょっとこっちで頑張りすぎた』

　はあ!?

「五年ってなんだよ」

『五年くらいしたら、お前が異動するだろう、上に。で、空いた部長席に座らせてもらおうと思ってさ』

　…………どういうこと？　なに考えてんだ、こいつ。

『だからさ、出世させてやるかわりに、お前が座っている席を譲れって言ってんだ』

「お前なぁ」

『いいじゃねーの。俺たちの同期でお前が一番の出世株なんだ。早く上に行ってさ、俺たち同期に居心地のいい会社にしてもらおうってな』

　こいつ。

『とにかく、明日からよろしくな』

「……ああ。こっちこそ」

　話は挨拶だけで終わりなのかと思ったら、「そうそう」と青砥は続けた。

『町田まちだから聞いたんだけど、お前のとこに面白い女がいるんだって？』

　町田とは隣の事業部にいる同期なんだが、それにしてもこいつ、女の情報は相変わらず早い。いいヤツなんだけど、手癖が悪くて呆れるレベル。容姿はけっしていいってわけじゃないが、とにかくマメで、女が喜ぶことを知っているし、実践している。だからやたらモテるんだ。

『どんなに周囲が忙しくても残業しない女がいるんだって？』

「……まぁ」

『不愛想でつきあいが悪くて、協調性ゼロって聞いたけど』

「………………」

『そのくせ仕事の精度が高くてミスもない』

「………………」

『なんだよ、だんまりかよ。つまんねぇなぁ。いろいろ聞けると思ったのに』

「明日来たらわかることだろ？　俺に聞かずに自分の目で確かめたらいいじゃないか」

『そりゃそうだ』

　はははっと笑うと、「じゃあ、明日な」と言って青砥は電話を切った。

　なんなんだよ、言いたいこと言って切りやがって。聞いていてだんだんムカついてきた。






　そして翌日、青砥が異動してきた。ＫＧ事業部のスタッフを集め、転勤の挨拶をさせることに。

「青砥竜二りゅうじです。ロンドンあっちではドラゴンと呼ばれていましたが、日本こっちでは普通にりゅうちゃんでかまいません」

　バカかこいつ。

　だが、フロアにドッと笑いが起き、それまで漂っていた新メンバーへ向けた緊張感が一気に消え失せた。

　まぁ……こういうヤツなんだよ。頭の回転が速くて、コツを掴むのも早い。

　入社後二年で海外転勤になった同期は俺と青砥の二人だった。約一〇年の間に互いに何度か異動になったが、ＥＵ内は移動もたやすいのでかなり頻繁に会っていた。俺が先にＫＧ事業部の部長になった時、こいつは馬の合わない上司とデカいトラブル処理の真っ最中で、その関係で評価にケチがついた。

　その馬の合わない上司ってのは確かに嫌なヤツだった。トラブル中は異動を阻んで青砥に面倒なことを押しつけていたくせに、解決して終わったとたん、周囲に悪評をまき散らして評価を下げようとしたんだから。

　一人の評価だけですべてが決まるわけじゃないけど、ケチがついたことは事実だ。五年くらいここでゆっくりしたいという気持ちはわかる。少なくとも俺が青砥を守ることはあっても、苦しめることはないから。

　青砥は俺のことを『同期一の出世株』と言うが、あのトラブルがなければ、間違いなくあいつが俺たちの中で一番の出世株だったろう。もちろん俺たちはまだ三十三で若いから、いくらでも挽回できるが。

　着任の挨拶を終え、事務スタッフにオリエンテーションを行ってもらい、昼になった。ビルの最上階にある和洋中カフェの複合レストラン『おいしい日向ひなた』は一般の人も利用できるが、テナント会社のスタッフは半額で利用できるのでありがたい。

　青砥はきょろきょろしながらレストラン内を観察している。

「なにがお勧め？」

「どこもうまいよ。日本が久しぶりなら、和食にすればどうだ？」

「あーー、なるほど。でもとりあえず洋食コーナーを覗いてくる」

　よくわからんヤツだな。あっちのメシは飽きたとか言ってたくせに。

　和食コーナーに行き、本日の日替わりランチを見れば、今日は鶏そぼろの三食丼だった。これにしよう。

　鶏そぼろと玉子、ほうれん草の三食が彩りよくて食欲をそそる。そこに豚汁と香の物がついていて四〇〇円は安い。

　窓際のテーブル席に座って待っていると、青砥はたっぷりのサラダと、大盛りのビーフストロガノフが載ったトレーを手にしてやってきた。

「厚切りビーフサンドと迷った」

「結局洋食とはな」

「単純にうまそうだったから。ところで」

「ん？」

「残業しない女の件だけど」

　ぐう。

「見た目フツーじゃん」

「当たり前だろ」

「いや、日本人なのに協調性皆無って聞いたら、どんな形相してるんだろうって思うだろ。拍子抜けした。美人とまでは言わないけど、キリッとした感じで、悪くないよな」

「………………」

「外見からの印象では気が強そうで仕事デキるっぽいけど、どんな感じ？」

「どんな感じって？」

　青砥が「だから～」と勿体ぶった言い方をするのが鬱陶しい。こいつらしいが。

「見かけ通りか、見かけ倒しか、上司の評価はどうなの？」

「仕事はできるよ。それは太鼓判を押す。ミスも極めて少ない。だけど、残業はしない」

「ふーーん。面白そう」

　どこがっ。

「オリエンやってくれた西田にしださんだっけ？　彼女から聞いた話もお前と同じような評価でさ、しかもいつも不機嫌そうで返事とかもそっけないらしいが、そういうヤツって存外見た目と真逆で単なる人見知りだったり、口下手だったりすることあるあるだと俺は思うんだ。だからその『残業しない女』も、意外と小心者の引っ込み思案かもしれないなって思うわけ」

「ふーん」

「当たってみてさ、見かけ通りだったらやめりゃいいだけで、ギャップ萌えするようならラッキーって感じで口説くのも一興だろ」

　口説くのが一興って……こいつらしい。

「結果が出たら報告する」

「いらないよ」

「そう？」

「ああ」

「つまんねぇの」

　うっさいよ。

　また頭の痛い問題が増えるのかよって思う反面、青砥が来てくれるのは本音としてうれしい。仕事面では諸々任せられて、間違いなく俺の仕事は減るだろうし、プライベートでも飲みにいけるからストレス発散ができる。一人で飲むのもいいが、気の置けないヤツと飲みながら話ができることは楽しいから。あっちでもずっとそうだった。

　ランチを終え、職場に戻って仕事に就く。今日もやることが山積みだ。青砥も引き継ぎなんかでバタバタしている。

　そんな日々が一週間くらい続いた。

　抱えていた案件が少し落ち着いたところに、昨日青砥がまた加藤さんのことを話していて、痩せすぎだって言ったのが妙に頭に残ってしまい、落ち着かない。

　鶏屋での笑顔と、うれしそうにパクパク食べていた姿を考えれば、食が細いわけではなく、単純に出費を抑えるために食べる量を減らしているとしか思えない。そう思うと、芋づる式に気になってしまって、やっちゃいけないけれど、上司の特権で彼女の住居データを引っ張りだし、土曜の今、最寄り駅に着いたところだ。

　というのも、ネットで住所付近を確認すれば、目を疑うアパートが映ったから、ちょっと心配になったもんで……

「なんだこりゃ」

　ボロッボロの二階建てアパートで、セキュリティもへったくれもない、エントランスはなくて、道に面してドアが並んでいるだけだ。

　いや、ホントにこれ？　間違いじゃなく？

　システム手帳にメモっている住所を三度見くらいし、さらにスマホのマップで確認したが間違いない。

　しばらく呆然と眺めていたら、住人が出てきた。

「……え」

　上下汚れたスウェットのおっさんが新聞を持っている。目が合って慌てて逸らしたものの手にしているのは競馬新聞だ。

　さらにまた別の住人が出てきたが、こちらも素行の悪そうな中年のおっさんで、顔を斜にしてジロジロ睨んでくる。

　こんなヤバそうなところに若い女が一人で暮らすなんて、危険極まりないだろうっ。なにを考えてるんだ。

「あ」

「あ」

　後方から人の気配がしたので道を譲ろうと振り返ったら、そこにいたのは加藤さんだった。

「部長？　どうしてここに？」

「いやっ、これはっ」

　こんなところまで追いかけてくるなんて、俺ってストーカーかって一瞬思ったが、いやいや違う違う、部下が心配で様子を見にきただけだっ。ここでオタつくほうが怪しまれる。堂々としなければ。

「ちょっと話がある」

「………………」

「ここじゃあ通行人の邪魔になるから、喫茶店かファミレスでも」

「午後からのバイトがあって、三〇分くらいしか時間ないんですが……」

「……じゃあ、夜は？」

「夜もバイトで……」

「明日は？」

「明日も朝昼晩三件入れてるんです。土日は稼ぎ時だから」

　な……

「ここで手短に話せませんか？」

「わかった。加藤さんはあのボロアパートに住んでいるのか？」

「はい」

　…………そりゃそうなんだけど。

「二人ほど住人を見かけたけど、その、あまり柄がよさそうでは」

「そりゃあ、ここ、事故物件だから、あんまりまともな人は住まないと思います」

　事故物件！

「えーっと、どんなトラブルがあったかは聞いているの？」

「一〇年くらい前に殺人事件があったらしいです。私の住んでいる部屋は自殺があったそうです」

　殺人事件！　自殺！

「あの、それ、怖くないの？」

「怖いですけど、でも、借金よりはマシですから」

　…………そりゃそうだ。って、俺、さっきからそりゃそうだしか言ってないわ、胸中だけど。

「それから最近では、あっちの人とトラブルがあったのか、怒鳴り込んでくることがあるくらい」

「ちょっと待てよ。それ、めちゃくちゃ危ないだろ」

「……まぁ」

　まぁって！

「仕方ないですよ。ここ、駅から徒歩五分で月の家賃二万五千円なんです。ここくらい安いトコなんてなかなかないから。まぁ管理費が五千円なんですが」

　管理費合わせて三万！　二十三区内駅徒歩五分で三万！

「借金返済さえできたら引っ越すつもりです」

「でも、まだ一年くらいはかかるだろ？」

「そうですね、それくらいは」

「それくらいはって……」

「ヤクザさんも自殺者も私には関係ないです。でも借金は確実に追っかけてきます。一番怖いのは借金です。とにかく今は四の五の言わずに、返済することが第一なんです」

「お――」

「お？」

「俺が雇うから住み込み家政婦をやれ！」

「………………は？」

　は！　今、俺、なんて言った!?

「や、それはちょっと……」

「そうすれば、家賃代を払う必要はなくなるし、公共料金だって俺が払うんだから、四、五万くらいは浮くだろ」

「………………」

　彼女の目が魚のように丸くなっている。それを見たらますます焦って、自分でもなにを言っているのか……

「月、いくら稼いでいるんだ？」

「えーっと、一五万くらいです」

「じゃあ、俺がその一五万払うから、バイト辞めて会社の仕事に専念しろ」

「………………」

「残業したらその分の残業代は君の収入になるだろ」

「ちょっと待ってください、部長、それではあんまり」

「こんな危なっかしいアパートに若い女が一人で住むなんて狂気の沙汰だ。とにかく荷物まとめて越してこい！」

















第三章　これっていわゆるギャップ萌えっていうやつでしょうか？












【冴子】






　ちょ……

「話はそれだけだ」

「いやいやいや、それ、マズいでしょ！」

「マズくない。これで副業問題も解決する」

「ぜんぜん解決しませんよ。部長の家で家事してお金もらったら力いっぱい副業じゃないですか。それにそれって同棲ですよ、新たな問題勃発ですよ、解決どころか問題増えてますよ」

「同棲している女に小遣いやってるだけだって言えば済む。会社にバレたっていくらでも言い訳ができる。今の状況ではできないだろ」

　それはそうだけど……

　いやいやいや、待って待って待って！　同棲している女って、それってつきあってるって思われるよ。上司と部下の社内恋愛なんて構図は望んでないし、みんな仕事やりにくいよ。

　それに私、この人、苦手で……

「俺の部屋をひたすらきれいにして、簡単なメシ作ったらいいだけで、出費はなくなって今までのバイト代に家賃や公共料金代も浮くんだ。会社で残業したらその分も入るんだから一石四鳥だろ。いいこと尽くめだ。とにかくあそこはダメだ。すぐに大家のところに行って解約してこい。いいな」

　言うだけ言って去ってゆく部長の背中を魂抜けた状態で見送る。

　取り残されて立ちつくす私は、まるでひゅ～って木枯らしにでも吹かれているような気分だ。

　言葉が出てこない。

　どういうこと!?

　部長のマンションに引っ越す？　家事する？　私が？　部長と同棲？　私が？　あの怖い部長と？　私が？

「………………マジで？」

　だけど……確かに部長の話が実現したら、めちゃくちゃ楽になるのに手元に入るお金の額は増える。

　や、でも、男の人と一緒に住むのよ？　恋人でもない人と！　恋人！　ひいぃ。森川部長の恋人なんて絶対無理！　絶対怖い。しかも怖いのは部長自身だけじゃない。社内外の女性に大人気だから、妬まれて恨まれて意地悪される。そんなのヤだよぉ。

　でもでも……でもでもでも……

　この提案はおいしすぎて言葉もない。

　悩みつつ午後からの派遣先に行き、掃除を始める。今日はご家族揃っているみたいで、なんだか緊張。そして今回は一軒家なので、一人では無理ということでペアを組んでの対応だった。守田もりたさんという六〇歳くらいの人だ。

「加藤さん、トイレとキッチンお願い。私は二階の部屋から掃除始めるから」

「……はぁ」

　なんで指示されないといけないのかわからないけど、お客さんの前で言い返すのもなんだから従いますけどね。

　言われた通り一階と二階のトイレを掃除してから、キッチンに移動しようとして子供部屋の前を通ったら、守田さんは座り込んで子どもとおしゃべりをしている。

　かまってられないから一階に行ってキッチンの掃除を始めた。まだお風呂場もあるし、広いリビングルームや玄関もある。

　いるのよね、こういう人。一人派遣の時はちゃんとやるのに（守田さんが一人の時にちゃんとやる人かどうかは知らないけど）ペアになったらとたんに手を抜くっての。たぶん、私が一階全部を終わらせても、まだ二階の部屋三室終わらせてないだろうけど。

　本人には言わないけど（言ったって聞かないのはわかりきっているから）、会社にはしっかり報告させてもらうから。

　キッチン、トイレ、お風呂場、吹き抜けの広いリビング、和室、廊下、玄関、きれいに掃除を終えて、あとは二階の部屋ってことで行ってみたら、案の定だった。

「加藤さん、寝室がまだなのよ」

「そうですか。今からお客さんに今日行った内容の説明してきます」

「あ、それ、私がするわ。加藤さんは寝室お願い」

「……いいですけど、今日の割り振りは担当の平井さんに報告しますけど」

　すると、ニヤニヤと気持ち悪い笑みを向けてきた。ちなみに平井さんというのはクリーンメイド社の人で仕事を振ってきた今回の担当だ。

「そんなの平井さんだって、誰がホントのこと言ってるかわからないわよ」

　ヤな女。自分がいっぱいやって、私が遊んでいたとでも報告する気なんだろう。

　バカだなぁ。ペアでの派遣の際、報告にズレがあったら、後から担当がお客さんに問い合わせして整合性チェックするのに。

　実は平井さんからは、今回のペアが手を抜く可能性があることを聞かされていた。手抜き同士のペアになってしまってお客さんとトラブルになったり評価が下がったりしたらいけないから、信頼しているスタッフと組ませるのよね。会社の人もバカじゃないから、ちゃんと調べて把握してるっての。

　ムカつくけど、お金を稼がないといけないから、ここは我慢しないと仕方がない。






　――俺が雇うから住み込み家政婦をやれ！






　部長に雇ってもらったらこんな思いすることないんだよね。

　今より楽してお金稼げて……そしたら借金を返すのも早く……

　！

　そうだ、私、なにを迷っているのよ。最大の目的は、一日でも早く借金を返すこと。同棲だろうがなんだろうが、部長の家に住み込めば、楽とかどうかじゃなく、今よりお金が入るのよ。それが一番大事なことじゃない。

　部長の家に引っ越すのよ。で、会社にも部長にも、しっかり労働で返す、それが最善だ。

「じゃ、お疲れ様」

　守田さんに挨拶されてはっと我に返った。

「お疲れ様でした」

　こっちも挨拶して別れる。地下鉄に乗れば、スマホを取り出して今週のスケジュールを確認する。明日はガッツリだけど、それ以降はまだ決まっていない。平井さんに連絡して、しばらく受けられないって伝えよう。月曜から荷造りを始めたら、来週末には部長のマンションに引っ越せると思う。

　あ、待って待って。賃貸契約の終了はきっと来月になるだろうから、慌てなくてもいいのか。ってことは、急ぐことは平井さんと大家さんへの連絡と、必要なものをまとめるってことか。






　一週間が経って、土曜日。五反田の目黒川沿いに建っている億ションだろうなぁ～と思うマンションの前にいる。この前は仕事だからって気にせずドアフォンを押したけど、今回はここに住むの!?　って思ってビクビクしてしまう。

　もちろん身の丈に合わない豪華な高級マンションも落ち着かない一つだけど、もう一つは部長と同棲することだ。

　同棲よっ、同棲！　怖いよぉ。どうしよう、顔を合わせるたびに睨まれたら！　震えあがるよ、ガクブルだよ。指を窓の桟とかに滑らせて「加藤さん、ここに埃が」とか言われたらどうしようっ。……それは姑の嫌がらせか。

　あーん、怖い～～。

　だけどいつまでもここに突っ立っているわけにもいかない。いざ行かん！

　エントランスでドアフォンを鳴らすと、すぐに返事があった。

「か、加藤でございます」

「ああ、待ってたよ。どうぞ」

　ガチャリと音がしてエントランスの扉が開錠されて左右に開く。いよいよだ。なんだか右手と右足が同時に出てしまいそうなくらい緊張しているのだけど、頑張るのよ。今日からここに住むんだから。

　なにを頑張るのかよくわかんないけど……と自分にツッコミを入れつつ、エレベーターに乗る。あっという間に目的の最上階フロアに着き、部長の部屋の前に向かった。角部屋で玄関ポーチのあるリッチなお部屋だ。

　再びドアフォンを鳴らそうとしたら、その前に扉が開いた。

「あ」

「いらっしゃい。入って。あ、持つよ」

「……ありがとうございます」

　なんか睨まれたような気がしたのだけど……考えすぎよね？　でもバッグを持ってくれて、なんか優しいところもあるんだなーと思ったりして。

　靴を脱いで揃え、部長についていく。

「部屋の間取りはもう知っていると思うから説明しないけど、加藤さんは、この部屋使って」

　扉を開けて手で示される。客間と思われる部屋があいていたのは知ってる。八畳の部屋にはベッドが二台並んで置かれていて、これを私が一人で使うのがなんとも言い難く申し訳なくて。

「鞄はとりあえずここに置いておく。こっちに」

「はい」

　次に向かったのはリビング。ローテーブルにコーヒーメーカーとカップが置かれていて、すでにコーヒーができている。

「座って」

　部長は短く指示して踵を返す。向かったのはキッチン。冷蔵庫を開けて中からなにか取り出した。

「あ」

　手に持っているのはケーキの箱だ。まさか私のために？

「加藤さん、どんなのが好きなのか知らないから、よさそうなものをいくつかチョイスしたんだけど」

　箱を開けたらケーキが六つ。チョコレートケーキ、和栗っぽい色のモンブラン、赤いのはラズベリーのムースかな、抹茶のケーキ、オレンジ色はマンゴーだと思う。最後はクリームブリュレ……

　二人で六つって多すぎない？

「嫌いなものある？」

「いえ、どれも全部好きです。でも、部長が先にお好きなの選んでください」

「いや、俺は甘いものは食わないから」

「………………」

「どうかした？」

「これ、六つとも全部私に？」

「好みを外したくなかったもんだから。さすがにこれだけあったら好きなのにヒットするだろうと思ってさ。全部食べなくてもいいよ」

「余ったらどうするんですか？」

「どうって……」

「まさか捨てるつもりとか？　もう！　そんな勿体ないことしてはいけません！」

　食べるものを安易に捨てるなんて信じられない。ちょっときつく言ったら、部長は面食らったような顔をして、それから申し訳なさそうにしゅんとなった。

　すごく意外。こわいとばっかり思っていたのに、こんな顔もするんだ。

「今は大好きなモンブランをいただきます。残ったのは冷凍しましょう。後日またいただきます」

「ケーキって冷凍できるの？」

「できますよ。通販だって冷凍で送ってきますもん。一晩かけて冷蔵庫でゆっくり解凍して、最後にレンジで十秒ほどチンしたらおいしくいただけます。部長も一緒に食べましょうよ、どれにしますか？」

「いや、俺は……」

　じっと見つめると、観念したように「じゃあ、このマンゴープリンで」と言ったので、箱から取り出した。

　その間に部長がコーヒーをカップに注いでくれる。

「ありがとうございます、いただきます」

　お礼を言ってモンブランを口に入れたら！

「おいしいっ」

「一番人気だったよ、そのモンブラン」

「しっとりしているし、甘すぎないし、栗の味が濃くてホントにおいしい。生クリームと合ってるんだ。あ、わかった、ブランデーだ。けっこう利いてる」

　おいしくて、ついはしゃいじゃった私の顔を部長がじっと見つめていて、それから思いだしたようにポケットからなにか取り出した。

「さっそくだけど、これが鍵」

「はい」

　合い鍵……ってなんかドキドキする。

「この家にあるものは自由に使ってくれていい。それから毎月君には二〇万渡すから、それで食料でもなんでも必要なものを買ってくれ。残ったら取っておいてくれていい」

　はぁ……いいのかな、それで。

「それから俺は平日、家で食事をすることがほとんどないから、俺の分を用意する必要はない。けど、コーヒー豆とビールは補充してくれたらありがたい」

「朝食くらいは用意させてもらいます」

「そう？　じゃあ、それはお願いしようか。ここに住むからって俺に気遣うことはない。リラックスして自由にやってくれ」

　それはいいのだけど、私に二〇万も渡して部長の懐は寒くならないのかな？

　あーー、なんか猛烈に申し訳ない気がしてきた。ここに来たのは間違っているかもしれない。やっぱ……考え直すべき？

「なんかいろいろ考えてるっぽい顔だけど、このマンション、俺の実家が建てた物件だから、俺自身は住居に関してまったく懐が痛んでいない」

　え！

「そういうわけだから、俺の事情は気にしなくていい。俺としては、ちゃんと食って、会社の仕事をしっかりしてもらいたい。と言っても、残業は本来なくしていかないといけないものだから強要はしないし、俺としても残業しなくてもいいようにしていきたい。けど、実際はなかなかそうはいかないから、スタッフのみんなと協力して仕事を回してほしい」

「はい」

「いつも不機嫌そうにしているのは疲れているからだろ？　これからはゆっくり休め」

　部長……

「あの……」

「なんだ？」

「家事はしっかりします。それは任せてください。でも、家賃や光熱費を払わず、副業で手にしていた額面以上をいただくのはもらいすぎですから、差し引いてください」

「それを言い出したら振り出しに戻るからやめておく」

「でも」

「俺、別に金に困ってないから」

　！　セレブなセリフ！

「あ」

　え？

「よく考えたら、加藤さんのノルマって三〇〇万だったよな？」

「……はい」

「その額、俺が一括で払えばいいんだ」

　は!?

「そしたら、毎月いくら、とかの概念はなくなるな」

「………………そう、でしょうか？」

「そうだよ。あーー、でも、それでポンと返せば家族が不審に思うか。まぁいいや、とにかく、加藤さんがやることは、しっかり寝て疲れを取ることだ」

　なんか、泣きそう。この人、ホントは部長の仮面をかぶった王子さまかなんかじゃないの？

「ありがとうございます。お世話になります。よろしくお願いします」

「こちらこそ」

　笑っているのかいないのか、よくわからない表情なのでどう反応していいのか困惑なのだけど……とりあえずダブルワークから解放されて、なんだかほっとした気もする。決められた時間内に決められた業務を終えないといけないのと、たっぷりある時間の中で自分のペースで家事ができるのと、ぜんぜん違う。

「あの」

「ん？」

「さっそく今日から食事を作りたいんですが」

「食料、買いにいく？」

「ええ。冷蔵庫、見せてもらっていいですか？」

　すると部長が声を立てて笑った。

「なにもないよ。ビールとコーヒー豆、そんだけ」

　は？

　言われて冷蔵庫を拝見させてもらったら……確かに冷蔵部分にはビールと、冷凍室にはコーヒー豆しか入ってなかった。

「ふ……」

「加藤さん？」

「ふふふっ……あはは……可笑しい……はははは」

　部長が目を丸くしている。でも、止まらない。だってこんな冷蔵庫の中身、見たことないんだもん。

「あはははははっ。これじゃあ生活できません。私、今から買い出しに行ってきます」

　お腹を抱えてひとしきり笑ったあと、涙をこらえながら言えば、部長が苦笑いを浮かべて「車を出す」と言った。

「荷物が重いだろうし、車で行こう」

　この言葉で一緒に出掛けることになった。確かに部長が言うように、スーパーの場所もろくに知らないし、食料だけじゃなく調味料も買ったらかなりのボリュームになる。それについでにシステムキッチンの扉を開ければ、見事に調理道具もなかった。今日は持ってこなかった自分の調理道具を差し引いても、鍋とかなんとか買い足さないと。そうなると、とても一回では済まなくなるので、車を出してもらって部長が一緒に来てくれることはとても助かる。

　エレベーターで地下駐車場へ。スロープを進み、外へ出た。と、そこで見知った人を見かけたような。

「どうかした？」

「……いえ、今、前島さんっぽい人を見たような気がして」

「前島さん？」

「彼女、この辺りに住んでいるんですか？」

「さぁ、知らないけど」

　……そうよね。昭和の頃は社員の住所って連絡網かなんかで共有したって聞くけど、今の時代、なんらかの事情があって総務に問い合わせしない限り、個人情報だから簡単に教えないもんね。

「あ」

「今度はなに？」

「いえ、なんでもないです。すみません」

　ってことは、部長、私の住所、総務に聞いたのかな。そう思うと……複雑な気持ちになるのだけど。

　とはいえ、あのアパートからこんな高級マンションに引っ越して、ダブルワークをせずに今まで以上のお金を手にすることができる――そんな状態にしてくれた部長には感謝するばかり。ただ唯一の心配事を除けば。

「あ、あの」

　運転中の部長に勇気を出して話しかけた。部長は顔を動かさず、「ん？」と返事をする。

「部長って、交際している人とかいないんですか？」

「どうして？」

　どうしてって……

「や、だって、いくらハウスキーパーでも、家に女がいたらマズいから」

「………………」

　無言？　横顔だけど、なんか目つき怖くない？　私、怒らせた？　カノジョは触れてはいけない地雷だった!?

「いないから気を遣わなくていいよ」

　……いないのか。あ、いや、ホントかな？　若くして事業部長に就いているイケメンのスパダリが？　イマイチ信じられないけど。

「あ！」

「今度はなに？」

「いえ、なんでもありません」

　肩をすくめて謝る。つか、いないんじゃなくて、モテすぎて特定の相手を決めていないだけで、遊び相手ならいっぱいいるのかもしれない。

　いずれにしても、部長のプライバシーを厳守して、邪魔しないようにしないと。ハウスキーパーに徹するのだ。私はハウスキーパー、私はハウスキーパー、私はハウスキーパー……

　そんなことをグルグル考えている間に車はスーパーに到着し（というか、ここリッチスーパーよ、入ったことないわ！）、調味料とここ数日分の食糧と、ラップとかアルミホイルとか料理に必要なものを買って戻ってきた。

　今夜のごはんは部長のリクエストで肉じゃがになった。なのでメニューは和食で揃え、副食にはほうれん草のお浸しと、焼き厚揚げと、出し巻き玉子と、アサリのお味噌汁で決まった。

　明日は餃子をメインにして中華で揃え、明後日はラザニアにしようと思う。シーザーサラダとオニオングラタンスープとかいいかも。オニオングラタンスープ大好きなのよね。玉ねぎを細切りして冷凍しておけば、フライパンで焼いた時に二〇分くらいで飴色になるから簡単に作れるのでよくやってる。

　ちなみに私はいつも大型のフライパンを使っている。焼く時は面積が欲しいけど、鍋だとたくさんできすぎてしまうから。

　家に帰ってくれば、その足で掃除を始めた。すべての部屋に掃除機をかけ、お風呂とトイレをピカピカにして、それが終わったら料理に取りかかって、あっという間に夕食タイムになった。

「うまそう……」

「おいしいですよ。掃除も好きだけど、料理も好きで自信あるんです」

「………………」

「ウチ、両親が共働きで、食事の用意はずっと私がやってたし、高校時代から割烹でバイトしていて料理長からいろいろ教えてもらっていたんで」

「………………」

「中華も洋食も好きですが、一番得意なのは和食なんで。冷めないうちに召し上がってください」

　どうしたんだろ。なんかずいぶん難しい顔をしてる。私に対してはいい思いを抱いていなくても、料理には罪はないと思うのだけど……

「どうですか？　お口に合いませんか？」

「……いや、うまいよ」

「ホントですか？　よかったぁ～。あ、でも、味つけとか部長の好みに合わせますので言ってくださいね。ウチ、父が高血圧の気があるので塩分控えめなもので」

「それは大丈夫だ。俺の母親は京都出身なんで、薄味で育ってるから」

　へぇ。部長のお母さんって京都の人なんだ。知らなかった。

　だけど会話はここまでで、部長は黙々と食べている。そして終わったら礼を言って、仕事をすると自分の部屋に行ってしまった。

　仕事って……家に持って帰っているってこと？　それとも単なる口実で、私の傍にいたくないからとか？

　まぁいいや。私は後片づけと、昼間洗濯した部長のワイシャツにアイロンかけるとか、いろいろやることあるし。

　そうだ！　引っ越し早々、同棲するんだ！　ってことを思い知らされた。洗濯が終わって干そうとしたら、洗濯機の中に下着が入っていて、私ってば部長のパンツをガン見してしまった。間が悪いことにそこに部長がやってきて、パンツをガン見している私に気づいて硬直してしまったという。だけど私が部長のパンツで動揺するのはなんだか非常にマズい気がして、平静を保って、ぜんぜん気にならんぞ！　って風を装ったんだけど……

　でも、心臓破裂しそうだった。交際しているわけじゃない男性、しかも怖いって思っている部長のパンツを本人の目の前で干すって、どんな罰ゲーム？　男の人とつきあったことのない二十八歳にはハードル高すぎて泣く。うううっ。

「加藤さん」

「！　はいっ」

「集中してたみたいだったから声かけずに先に入っちゃったけど、風呂あがったから」

「あ、はい。わかりました」

　振り返って見てみれば、濡れた髪をタオルで拭いている部長が立っていた。なんだかいい匂いがする。

「どうかした？」

「え？　や、なにもないです。お風呂入らせてもらいます」

「新しい湯を張り直したから、入浴剤、好きなの使ってよ」

「入浴剤？」

「ああ。疲れに効く炭酸系のを揃えてるから」

「ありがとうございます」

　いい匂いがするのは入浴剤なのか。それにしても、入浴剤を揃えてるって、なんか細かい部長らしいというか……あーー、そうじゃなく、ホントに骨の髄までお疲れなのかもしれないなぁ。たぶんだけど、ＫＧ事業部の中で一番働いてるのは部長だろうから。

　…………うう、なんか今までとは比べ物にならないくらいの猛烈な罪悪感が湧いてくる。

　ソファに向かう後ろ姿や、髪をガシガシ拭いている仕草とか、パジャマ姿とか、普段見ない部長のリラックスしている様子に目が釘づけになってしまう。そして言葉が喉に詰まってしまってなにも出てこない。

　お風呂場に行き、服を脱いで気に入った入浴剤を選んでから大きなバスタブに浸かると、確かにほっとする。シュワシュワしているのが気持ちいい。

「ほええ～～」

　呆けた声が口から勝手に出てきた。

　こんなに広くてゆったりしたお風呂タイムが毎日味わえるなんて、私ってば幸せ者だ。

　だってほら、体ぷかぷか浮いてるよ。

　森川部長って、いつもこわい顔をしてパソコンとか資料を睨んでいるし、部下とかにもけっこう厳しい口調で注意してるし、私には不機嫌な顔を向けてくるけど、実はそんなにこわい人ではないのかも。

「バイト代以上の働きをしないと！」

　そうだ、それに尽きる。










【雪広】






　まいった。なんか初日早々から、家に呼んだことを後悔かも。いいや、そもそもこの状態、「お前、なにやってんだ！」と言われても仕方がないものだ。今にして考えても、どうしてあんなことを言ってしまったのか……

　反省はしているんだが、もしあの時間、あの場に戻っても、やっぱり同じことを言っていると思う。あれはいかんだろう。男の俺でもとても安心して住めるような場所じゃないのに、若い女が一人で暮らしているなんて。借金への緊張感で感覚が麻痺しているんだと思う。とはいえ、だからって、俺の家に住ませるのも似たようなもんだ。

　………………！

　いや、違う！　俺は安全だ。彼女にいかがわしいことをする気は一ミリどころかナノレベルでない。世間的によくない、という意味なんだ！

「なんだよ、俺。誰に言い訳してるんだよ。情けない」

　はあ。

　彼女をどうこうするとかそういう低次元な話じゃなくて、会社にバレたらマズいことの上塗りで、そのことに今後は細心の注意を払わないといけない。

　それにしても、加藤さん、掃除はたいしたものだとわかっていたが、料理も得意って……予想外だった。肉じゃがうまかったし。

　予想外と言えば、もう一つ。ずっと不機嫌で愛想が悪くてツンケンした嫌な女だと思っていたのに、ずいぶんよく笑う子だったということ。表情がコロコロ変わる。肉じゃがの最初のひと口を咀嚼している時の、なんと言うか、どうなんだろう、という不安そうな表情から、俺がうまいと言ってからのうれしそうな顔と言ったら。

「………………」

　ダメだ。これは精神衛生上、考えないほうがいい。ビールでも飲んでさっさと寝よう。

「部長」

「はいっ！」

「そんなに驚かなくても」

　あ。

「すまない。ちょっと考え事……」

「？　どうかしました？　私、考え事の邪魔しましたか。すみません」

「いやいや、謝らなくていい。単純にビックリしただけなんで。それで、なに？」

「ビール飲もうと思っているんですが、部長はどうかと思いまして」

「ビール？」

「はい。おつまみを用意するんで、飲まれるなら部長の分も用意しようかなって」

「ありがとう。俺も飲もうと思っていたところなんだ。一緒にどう？」

「………………」

　なんだよ、沈黙かよ。

「嫌ならいいけど」

「嫌だなんてとんでもない。じゃあ、ご一緒に」

　キッチンに向かう加藤さんの背を眺めて思うことは、髪からいい匂いがするということと、上気してほんのり赤くなっている肌が艶やかということ……

　！

　いかんっ。振り払えっ、邪念！

　待つことしばし。チーズの盛り合わせとサラミや生ハム、レーズンや干しイチジクをきれいに並べているウッドプレートが置かれた。

「乾杯」と言い合い、グラスを合わせる。半分くらい一気に飲めば、炭酸で喉が悲鳴を上げるが、それがいい。

「ビールが飲めて、おつまみも豪華で、なんか本当に申し訳ないです。でもうれしいです。ありがとうございます」

「そんなことで礼を言わなくていいよ。俺もおいしいものにありつけてるわけだから。ところで、ハウスキーパーの仕事はいつまでやるの？」

「いえ、もう断りました。担当にしばらく受けられないことを伝えたら、続けられるのか難しいのかって聞かれたので、そのまま登録削除することになったんです」

　そうか、じゃあ、もうここから出る選択肢はなくなったわけだ。いや、俺がそうしろと言ったんだから、当たり前か。責任は取る。なんなら三〇〇万、今ここで出してやったら済むことだ。三〇〇万くらい普通預金に入っているからネットで振り込めばあっという間だ。

　が、あまり強引にやってしまったら（もうすでにかなり強引だけど）彼女も困るだろう。彼女が納得しつつ進めたい。

「これ、うまいな」

　ふと口に入れたつまみに思わず言葉が出た。

「ホントですか？　よかった。すごく簡単だけどおいしいんですよ」

　にっこり微笑まれるとなんだか心臓がうるさくなってくるんだが……

　また口に入れて、やっぱりうまいと思う。

「バゲットは焼いても焼かなくてもいいんですけど、カマンベールチーズを横に切って二つにして、ジャムを薄く塗ってオーブントースターで焼くんです。表面がちょっととろっとしたくらいが目安。それをバケットに載せてるだけなのに、すごくおいしいでしょ」

　身振り手振りを加えて工程を話してくれるが、まったく料理をしない俺には簡単なのかどうなのか判断が難しい。が、結局切って焼くだけ、と付け加えられ、そうかな、という気がしたが。

　それにしても……

　俺はこの加藤冴子という女がずっと気に入らなかった。不機嫌だし無愛想だし、協調性もなく、みんなが頑張って残業しているってのに、さっさと定時に帰ることに腹立たしさを抱いていた。親の介護なら仕方がないと思いつつも。

　でも、ぜんぜん無愛想じゃないし、表情豊かだし、親の借金返済のために努力していて、自分の人の見る目のなさにため息が出る。

　まぁ、彼女は副業していることを隠していたのだから、俺が見破れなかったことは仕方がないか、とも思うんだが。

　夕食時とは違い、酒が入るとお互い少々緩む。五〇〇ｍｌ缶がすでに三本転がっていて、今、彼女が四本目をあけた。

「こんな素敵な家に住めるの、信じられないですっ。キッチン広いしきれいだし、すっごくうれしい。前のボロアパート、キッチン狭くって。事故物件だから安いけど、一応ファミリー向けで、コンロは二個あったんですけどね」

　次第に饒舌になってきて少々心配だが、まぁ、明日休みだからいつまで寝てたっていいか。

「なんか遣り甲斐あります。平日はどこまでご飯作れるかわかりませんが、土日はしっかりやりますんで」

「ぼちぼちでいいよ。気負わずに」

「はい！」

　なんか、ノリが別人みたいなんだが。

「ホントにすみません。申し訳ないって気持ちはあるんです。すっごいあるんです！　というか、誰にも言えなくてキツかったんです。部長に言えてよかった。なんて言うか、知られた時は、よりにもよってなんで!?　ってなったけど、もう親玉にバレたんなら腹括るしかないとか思っちゃって」

　親玉？

「森川部長ってＫＧ事業部の枢軸じゃないですか」

　枢軸って……なんか『悪の枢軸』みたいに聞こえるんだが。

「私、いつも睨まれるから、もう年貢の納め時で閻魔大王の沙汰を待つだけだと思ったのに、閻魔どころか救いの神だった。メシアです！」

　……大丈夫か？　こいつ。

「そして導かれて天国へ…………」

「加藤さん？」

「………………」

「加藤さん」

　寝ちゃったよ。いくらなんでも無防備すぎないか？

　でもここで寝かせておくわけにもいかないから、部屋に運ぶしかないよな。

　…………いいのかな、触って。

「いかがわしいことするわけじゃないっ」

　思わず声に出して言ってしまって、手で口を覆う。彼女に聞かれなかったか気になったが、気持ちよさそうに眠っているのでほっとした。

「失礼」

　聞いていないことを承知しつつも一応断りを入れ、そっと抱き上げる。

　思った以上に軽くて驚いた。やはり食費を削っていたのだろう。そう思うと切ないよな。

　金にものを言わせて強引に副業を辞めるように仕向け、ここに引っ越しさせてしまったが、それで彼女が食べたいものを食べてちょっとはゆっくりできるのなら、よしと思おう。彼女だって、どうにも嫌なら出ていくだろうし。

　部屋に運び、ベッドに寝かせて布団をかける。アルコールで赤く染まった頬を見つめていると、なんだかこっちまで肩から力が抜けていくようだ。

「夕食もつまみもうまかったよ。ありがとう。おやすみ」

　眠っている彼女にそっと述べ、灯りを消して部屋から出た。






「なんか雰囲気変わったな」

　終業時間が来て、これから第二ラウンドに臨むためコーヒーを買いに席を立った俺を、青砥が追いかけてきてそう言った。

「なに？　雰囲気？」

「『残業しない女』の話。加藤さんだよ」

　その言葉にギグッとなりながらも平静を装う。

「そうだな、確かに」

「第一印象は『不愛想』だったけどさ、朗らかでいい感じじゃね？」

　彼女が俺のマンションに来て早くも一週間が経った。その間にすっかり疲労は取れたのだろう。顔色がよくなったし、青砥が言うように朗らかでよく笑っている。そしてあれだけ残業を固辞していたのに、今では状況に応じて残ってフォローしてくれるようになった。残業なんてないほうがいいに決まっているんだが、ほんの少し手伝ってくれるだけで全体が早く終えられるようになるのはありがたい。

　介護の件は、親の出身地である長野の施設に入ったとかなんとか言い訳したようだ。そんな彼女の激変ぶりにはＫＧ事業部のスタッフみんなが驚いているものの、よほど大変だったのだろうと推測してかなり同情的だ。それについては彼女的には騙して申し訳ないと家では言っているが、みな歓迎しているのだから部内のムードとしてはいい。青砥の言った『いい感じ』とは意味が違うが。

　同居していて気づいたのは、彼女、恋愛経験薄いなってこと。あんまりなにもかも家のことをさせては悪いと思って手伝おうと近づけば、顔を真っ赤にして口をぱくぱくさせたり、固まってしまったり、挙動不審になったり。

　クールな女かと思っていたが、どうも性格は真逆のようだ。シャイで臆病で、それでいて気遣い屋、それが彼女の正体のようだ。

「なんつーか、キリっとした顔だからムスッとしてるとこわく見えるけど、笑うとなかなかかわいいじゃねーの」

「部内でトラブルはやめてくれよ。お前、仕事も早いが手も早いからな」

「日本人はノリが違うから向こうのようにはいかねーっての」

　とんでもないヤツだが、まぁ確かにそれは言えてる。

「でも俺、世話焼かないといけない女はメンドーだから、気が強いのは大歓迎だけど。ちょっと誘ってみようかな」

　！

「なに？　ダメなわけ？」

「……いや、ダメじゃないけど、トラブルが困るんだよ」

「大丈夫だって。前に言ったろ？　お前には早く上にいってもらわないといけないから、手柄は捧げても足は引っ張らないって」

　はははっと笑う青砥の顔を横目に見ながら、こいつの向こうでの武勇伝を思い出す。なんか目の前が暗くなる思いだ。

「森川部長」

　自販機に硬貨を入れ、コーヒーを選ぼうとして後方から高い声で呼ばれて振り返ったら、前島さんが立っていた。

「お疲れ様です。これで失礼いたします」

「ああ、ご苦労様。気をつけて」

「ありがとうございます。では、また明日」

　にっこり微笑んで身を翻す彼女の背を見送る。わざわざ休憩コーナーまで挨拶しに来なくていいのに。というか、彼女の笑顔ってただ微笑んでいるだけなんだけど、妙に迫力を感じて苦手なんだよな。目かな。

「なに、あの子とつきあってんの？」

「は？　ンなわけないだろ」

「いや、だってさ、こんなトコまで帰るって言いに、わざわざ来ないだろ、フツー」

「そんなことは俺だって思ってるよ」

　自販機からカップを取り出し、歩き出す。これを飲んだら第二ラウンド開始だ。早く片づけて帰って寝たい。

　結局、この日も一〇時頃まで会社にいて、帰ったら半を少し過ぎた頃合いだった。

「ただいま」

　玄関を開けて中へ入れば、妙な音がする。なんだろ、この音。あ、いや、音じゃなく声か。

「う……う……」

　泣き声？　はっとなって急いで彼女の部屋に向かい、ノックしたら「はい」と涙声の返事があった。

「入っていい？」

「……どうぞ」

　扉を開ければ目を真っ赤にした加藤さんがベッドの縁に座っていた。

「どうしたんだ？」

「部長……すみません」

「いきなり謝られても。なにがあったの？」

「ミスしちゃって……」

　ミス？　加藤さんが？　珍しい。残業もしないがミスもしないってのが彼女の定評だったのに。

「データ、ちゃんと更新したはずだったのに、なぜかぜんぜん関係のないものが上書きされていて……みんなに迷惑……うぅ」

「そんなことで泣かなくていいよ」

「そんなことだなんて！　売上データですよ、みんなこれでそれぞれの資料を作っているんだし、各店舗の成績に直結してるのに」

「そうだね、ごめん、悪かった」

　迫力負けもあって咄嗟に謝ったら、加藤さんは驚いたように涙を浮かべた目を大きく見開き、項垂れるように頭を下げた。

「すみません、私が悪いのに、部長に謝らせてしまって。でも、こんなとんでもないミスするなんて自分でも信じられなくて……みんなに迷惑かけてしまって、どうしていいかわからなくて。私、ダブルワークのキツさから解放されて、浮かれてしまって緩んでいたんだと思います。すみません」

「だから謝らなくていいって。それで売上データ、修正したんだろ？」

　グスグス泣きながら加藤さんは頷いた。

「だったらもういい」

「で、も……」

「許す」

「――――――」

　驚いたような、縋るようなまなざしで俺を見つめる。その目から大粒の涙がぽろりと落ちた。反射的にそれを指でぬぐってしまった。

「事業部長の俺がいいって言うんだからいいんだ。もう泣くな」

「……はい」

　じっと見つめられて――痺れる。

　濡れたまなざしに吸い込まれそうだ。

　気づいたら彼女の額にキスをしていた。
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第四章　ミス＋ケンカ＝本心自覚












【冴子】






「あ、加藤さん、おはようございます」

「おはよう」

「おはようございます」

　席に行ったら私が言う前にみんなが挨拶してくれたので、なんかますます恐縮。

「おはようございます。昨日はすみませんでした。気をつけます」

「誰だってミスはするし、加藤さんが上書きしたって決まったわけじゃないし」

「そうそう。そもそもあのデータ、どこのものかわからないじゃん。なんだったんだろうね、アレ。誤作動かな？」

　今までずっとここで働いてきて、こんなにフレンドリーに声をかけられたことって親が借金作る前だから、いつぶりだろう？

　なんか、ジーンとしてしまう。

「ありがとうございます」

　礼を言って席に座り、パソコンの電源を入れて立ち上がるのを待つ。

　で、視線を部長席にやると……

　部長は書類を手に持って熱心に読んでいた。

　ビックリした。ひたすらビックリした。

　でこキスされてしまった！

　部長に「許す」と言われて心強くて驚きながらもうれしかったのだけど、あのでこキスはその気持ち全部をぶっ飛ばすくらいのパワーがあった。というか、立て続けに驚きすぎて気絶しそうだ。

　あれはなんだったのだろう。優しさ？　それとも異性として？

　いやいやいや、ないわないわ、それ。ってことは、からかわれた？　うーん、あの状況でからかうかな？

　いやいやいや、女だからとか、私のことを気に入っているとか、そっちのほうがよりあり得ないから、弱って泣いてる姿を見て反射的に励ましただけよ。ペットにちゅーするのと同じ感覚よ。

　そうよ、そうに違いないわ。でないと今後が気まずいじゃない。賢い部長がそんなこと気づかないはずがない。

　うん、この解釈で間違いない。……と思う。たぶん。

　それよりもうミスをしないように気を引き締めなきゃ。自分でも信じられないのだけど、事実は事実。

　今まで以上に慎重にデータ作成を進めた。この機にフォーマットやリンク、計算式に間違いがないか根本の確認もすることにした。

　いつもより時間がかかったけど、そのおかげで修正したほうがいい箇所や、加えたら便利になる項目も見つかって、より精度の高いデータ管理表になった。熱中しすぎて、ひと息ついた時には終業時間が迫っていた。

　まぁ、前みたいに急いで帰らないといけない身じゃないからいいのだけど。

　トイレに行こうと席を立ったら、後ろから名前を呼ばれ、青砥さんが早足でこちらに向かっているのが見えた。

「呼びました？」

「呼んだ呼んだ。ちょっといい？」

「はい」

「加藤さん、今日、なにか予定ある？」

「今日？　いえ、帰ろうかと思っていたところですが……」

　もしかして残業？　この時間からの依頼はヤだなぁ。あ、それはないか。違う課の人間に仕事を頼むなんてことはないもんね。

「よかった。これから飲みにいかない？」

　……飲み？

「ええ!?」

「そんなに驚くこと？」

「だって……」

「加藤さんさ、俺の歓迎会来てくれなかっただろ？　仕事では課が違うから接点ないし。どう？」

　どうって……

「今日がダメなら別の日でもいいけど。女の子は突然のお誘いを嫌がる子もいるしね」

　女の子なんて言われるようなかわいい年齢じゃないんですけど。

「私にはそんなハードルないのでその時の予定次第です。あまり遅くならないなら大丈夫です」

「じゃあ、下で待っててくれる？　俺も片づけてすぐに向かうから」

「わかりました」

　フロアに戻っていく青砥さんの背を少しに間眺め、それからトイレに急いだ。

　どういうこと？　もしかしてモテ期？

　…………まさかね。

　青砥さんって森川部長と同期だったよね。ってことは部長のこと、なにか聞けるかもしれない。一緒に住むんだし、住まわせてもらっている身だし、迷惑かけないとか喜んでもらえることとか、情報はあればあるだけいいから、これはラッキーなことかもしれない。

　急いで化粧直しをして、一階のエントランスに向かった。ほとんど待つことなく青砥さんがやってくる。二人並んでビルを出れば、スペイン料理の店に入った。

　小皿料理タパスは好きだし、参考になるメニューが多いからうれしい。しかも一人では消費しきれなくても、二人なら余ったり毎日同じものを食べたりしなくて済むし。

「よくこんなお店知ってましたね。青砥さん、海外が長かったのに」

「この店は古いよ。大学時代、よく通ったんだ。帰国してまっ先に来たんだけど、まだあったかーって思った。肉とかもうまいけど、俺は小皿ばかり頼んでたな」

　差し出されたメニューを開けば、確かに二〇種類ほどのタパスがあった。

「メニューはさすがに新しくきれいになってるけどね。俺が通ってた時は、メニューに生写真を直接貼りつけてたよ。手づくり感満載だった」

　私が今持っている三つ折り大判のメニューは、ラミネートフィルムで加工されていて、なかなか立派なものだ。

「タパス料理好きなんです。いろんなものが食べられるし。タパス食べ放題コースがいいなって思うんですが」

「おう、賛成。じゃあドリンクも飲み放題にしちゃおう」

「はい」

　店員さんにコースとドリンクを注文したら、あっという間に運ばれてきた。

「かんぱーい」

「乾杯。青砥さん、遅くなりましたが、これからよろしくお願いします」

「こっちこそ」

　先付けのタコのマリネがおいしくて早くもビールが進む。

「おいしい～。人が作ってくれたお料理ってそれだけでおいしいですけど、それがハイレベルだとホント幸せな気持ちになります。このトマトの煮込んだ水分の具合がちょうどいいです」

「ははは、うまいね。グルメリポーターみたいだ」

「あ、すみません。お料理、ホントに好きなもんで」

「整理整頓も得意でしょ？」

　それ、山田さん情報？

「汚いよりかはきれいなほうがいいんで。整理整頓や掃除も得意ですが、家事全般好きなんですよ。なんか気持ちがスッキリする感じ。整理整頓って頭の体操にもなるし」

「頭の体操？」

　青砥さんは言いながら手を挙げてスタッフを呼び、生ビールを追加する。私は白桃サワーにした。これもすぐに運ばれてきた。

「これをどう仕舞えば効率いいかなとか、どれとどれをセットにしたら見栄えがいいかなとか、考えながらやってると頭がやわらかくなる気がするんです。そうやっていつも頭の端で考えていたら、仕事でも当たり前に効率化や改善ができるんで」

「へぇ、加藤さん、すごいね」

「ぜんぜんすごくないですよ。私は臆病者でコミュ障だから、営業とかプレゼンとか絶対できませんもん。青砥さんや森川部長とか、尊敬します」

　青砥さんは頬杖をついて私の話を聞いてくれている。この人、森川部長みたいなイケメンじゃないけど、表情、特に目の表情が豊かでなんだか視線を奪われる。人柄の魅力ってこういうのを言うのかなって思わされる。

「森川は同期ながらすごいと思ってるよ、俺も。取締役ではないとは言えさ、三〇代前半で事業部長なんて今まではありえないからね。ウチは欧米の主要都市に支店を置いてるし、歴史も相応にあって伝統とかなんとか、上にいくほど頭の固い連中が多い。事業部長より上のポジションは、それなりに年を取らないと回ってこない神席だからさ」

　……なんかすごい言い方なんだけど。いいのかな、これ、暴言域じゃないのかな。私が黙っていればいいことだけど。

「それにさ」

　青砥さんは意味深な笑みを口元に浮かべつつ、頬杖をやめてズイッと身を乗り出した。内緒話かと思って、こっちも思わず前のめりになる。

「あいつ、森川、向こうでもそりゃあモテてさ。イケメンだろ？　美人でグラマーなお姉さんたちに大人気でさ、迫られてワタワタしてたよ」

　……ワタワタしてたんだ。

「こっちでもモテてるんじゃない？　日本人はシャイだからそうでもないのかな？」

「さあ……私にはわかりませんけど」

「そうなの？　森川の加藤さんの評価ってすっごい高いのに」

　！　ウソ。

　いつも睨まれるから評価は低いはず。だってどんなに忙しくてみんなが残っていても、絶対残業しなかったもん。それにエレベーターまで追いかけてきて、協力してほしいって言われたこともある。でもあれは『お願い』ではなく『お叱り』の域だった。

　家に住まわせてもらっているんだから嫌われてはいないだろうけど、でも評価が高いとは思えない。

「なに考えてるの？」

「え？　あ、すみません、黙り込んじゃって。私、森川部長の評価高くないですよ。私が最近まで絶対残業しなかったのご存じですか？」

「知ってる」

「どんだけ周囲のひんしゅく買ってもしなかったから、部長、不愉快に思っているはずです」

　青砥さんはまた頬杖をつく姿勢に戻っていて、じっと見つめてくる様子になんだかいたたまれなさを覚える。

「前は知らないけど、今は不愉快だなんて思われてないよ」

「ホントですか？」

　それって親しい関係で、本人から直接聞いたってこと？

「敬遠されてないってわかってうれしい？」

「はい！」

　あ。

「それは、えと、そうです。査定、そう、査定に関わってくるのでっ」

「査定をつけるのは佐藤さとう課長でしょ」

　そうだった……

「でも、ほら、いくら直属の上司が評価してくれても、部長がＮＧだったらダメじゃないですか」

「部長がＮＧ出すような人、直属の上司が高く評価するはずないと思うけど」

「う」

「はははっ、意地悪言ってごめん。ところでさ、加藤さんって森川となんかあんの？」

　ちょ！

「そんなに激しく動揺しなくていいんじゃないの？」

「だって、そんなっ、なにもないですよ。あるわけないですよっ」

　なに、その疑わしいって目つきは。

「なんかよくわかんない根拠のない噂とか流れてるとか!?」

　まさか同棲してるなんてバレてないよね？　住所だってまだ総務には言ってないもん、賃貸の契約が来月だから、完全に終わってからにしようって思って。

「噂は知らないけど、森川にさ、着任前、加藤さんの話をしたことがあるんだけど、その時は残業しない人ってくらいでたいした反応はなかったのに、しばらくしたら口調とか雰囲気変わったからさ、なにあったのかなぁ～なんてね」

　なにかって、なにがっ。

「いや、なにもないならいいんだ。俺の気のせいだろう。でもあいつ、やたらモテるから女はもういい、とか言っててさ、なのに珍しく褒めてるからちょっと聞いてみたかったんだ」

　褒めてる？　私を？　どこを？　マジで？

「なに？　意外？」

「……すみません、私、コミュ障で、でもこのキツめの容姿のおかげであんまり人が近づいてこないんですが、それをラッキーって思っていたんです。そんなふうに森川部長が思ってくださっているなんて……ありがとうございます」

「いや、俺にお礼言われてもさ。森川に言いなよ」

　無理。そんなの恥ずかしすぎる。そのかわり、部長の好きなものを食卓に載せる。

　そんなこんなの照れるしかない話をしながら、もう二、三杯飲んで帰ることになった。

　部長は今日接待で遅くなると聞いているので、帰宅を待たずに休ませてもらう。

　今日はいい日だったな。






「すみません」

　出勤早々、佐藤課長に呼ばれ、何事かと思えばミスの指摘だった。

「最近なんだか多いね」

　うっ。そうなんです、最近、なんかミスが多くて、自分でもどうしちゃったんだろうと思っていたところなんです。すみません。

「……いつも以上に気をつけているのですが、申し訳ありません」

「まぁ、たいしたことじゃないからいいけどさ、でもケアレスミスはいずれ大きなミスにつながることが多いから注意してよ。どこか悪いとかない？」

「いえ、ありません。本当にすみません」

　すみませんを連発して席に戻り、あらためてミスした資料を確認してみる。

　確かに間違っているのだけど……おかしいなぁ、これ、ミスっちゃいけないと思って、三度見したのに。

　最近本当にミスが多い。部長のマンションで暮らすようになってそろそろ三週間になるけど、自分の中にある緊張の糸が切れて、気が緩んでしまっているのだろうか。

　でも、毎回ミスするたびに、いけないと思って確認回数を増やしてチェックしてるんだけど。

「加藤さん」

「あ、はい」

「課長じゃないけど、ホントにどこか悪いとかじゃない？」

　高倉さんが心配そうに話しかけてきた。

「それはないです」

　答えたら、前の席からも言葉があった。

「ご両親の調子が悪いとかも？　今は施設でしょ？」

　そういうことになってるけど、我が両親はピンピンしてる。目下借金返済に絶賛努力中。

「ありがとう。大丈夫です。いろんなことから解放されて緩んでるのかも。本当にごめんなさい」

「仕方ないよ。介護って大変だもん」

「そうそう。ミスはたいしたことないんだし、気にしなくていいから、健康だけはお互い注意しなきゃね」

「ストレス解消大事よ。今度さ、みんなで飲みにいこうよ」

「あ、それいいね。加藤さん、飲み会ってほとんど参加したことないから一緒に飲みたい」

「なに、飲み会の話？　俺も行くよ」

「俺も～」

　なんか急に課内が飲み会の話で盛り上がり始めた。

「どう？　加藤さん」

「ありがとう。ぜひ」

「よーし、さっそく飲み会の企画立てるね！」

　けど、こんなふうに励まされるとか思ってもいなくて、すごい……うれしい。

　協調性ゼロで時間外は絶対手伝わなくて、もうガッツリ嫌われていると思っていたから。

　おかげでケアレスミスのへこんだ気持ちが浮上してきた。

　だけど、ミスはミス。気を引き締めないと。

　それから集中して入力。アウトプットして数字を二回チェックし、データを更新。

　よし。これで大丈夫。

　この調子で進めていけば、あっという間に終業時間が来た。さすがにチェックにこれだけ時間をかけていたらできるボリュームは限られてくる。今日中に終わると思っていた分がまだなのは私が悪いのだから、今日は残ってやってしまって残業はつけないでおくかな。

　あれだけしゃかりきに働いてお金稼ぐことに一生懸命だったのに、今では自らサービス残業でもいいかな、なんて思うんだから、森川部長の厚意がいかにすごいか痛感させられるよ、ホント。や、サービス残業自体は世の中の敵だと思っているけど。

　トイレに行ってから自販機でお茶を買い、席に戻ろうとしたら。

「加藤さん、ちょっといい？」

「……ええ、かまわないけど」

　前島さんが怖い顔をして話しかけてきた。なんだろ、すごい怒りのオーラを感じるんだけど。私、彼女を怒らせるようなことしたっけ？　っていうか、同じＫＧ事業部員だけど、所属している課が違うから、ミスしたところで直接迷惑をかけることはない。

「こんなにミスが多いと迷惑なんだけど」

　や、だから、あなたには迷惑かけてないと思うんだけど……

「ミス連発して、部長の足引っ張らないでほしいわ」

　え？　部長？

「待って、確かにミスしてるけど、部長の足を引っ張るような話じゃないわよ」

「周囲に迷惑をかけるってのは、巡り巡って事業部のトップである部長の足引っ張ることと同一でしょ。ミスして部長の気を引きたいわけ？」

　えっ、えっ、えっ、えっ、ちょっと待って。話が飛びすぎて、ついていけない。

「加藤さん、部長に色目使ってるでしょ」

「色目!?」

「それに森川部長のマンションに押しかけてるでしょ？」

　！

「つきあってるわけ？」

　返事をするよりも先に、反射的に顔をブンブンと横に振っていた。

「だよね。エリートで人気のある森川部長が加藤さんみたいな協調性のない、しかもみんなの足を引っ張る人とつきあうはずないもの」

　うっ。そんなにはっきり言わなくても……

「ってことは、ストーキングしてることになるわよね？　あなたみたいな人が部長の周囲をうろちょろしていたら彼の評価が下がるから近づくのはやめなさい」

「ちょっと」

「きっと部長だって迷惑だと思っているでしょうよ。でも自分勝手な人にきつく言ったらパワハラだとか騒いで難癖つけるのがオチだからしないだけよ。大人なんだから察しなさい」

「……それ、森川部長が言ってたの？」

「人の話聞いてる？　部長が言ったらパワハラになるかもしれないから言いたくても言えないって話でしょ。だから私が代弁してるんじゃない」

　そうなの？　あの部長よ？　自他ともに認める鬼部長森川よ？　迷惑だったら迷惑って自分ではっきり言うと思うけど。部長、そんな素振り、まったくなかった。それとも前島さんの前ではそんなふうに話しているのかな。

「あなたが森川部長のマンションの周りをうろちょろしてるの知ってるのよ、私。あんまりしつこかったら、総務に言うから」

「ちょ！　待って、それは困るわ――え」

　なんか怒りの度合いが一〇倍増しくらいになったような目で睨んでくるのが怖い！

「とにかく、森川部長にこれ以上ちょっかいかけないで！」

　ものすごい勢いで怒鳴ったかと思えば、ものすごい勢いで身を翻して去っていった。

　こ、怖かった……

「あ」

　視界の先に青砥さんが立っていて、驚いたような顔つきで去っていった前島さんの後ろ姿を見ている。それからこっちを向いて私と目が合うと、少し首を傾げて近づいてきた。

「なんか彼女、すごい剣幕だったけど、ケンカしたの？」

「……えーっと」

「言いにくいこと？」

「言いにくいというか、私が森川部長にちょっかいかけてるって非難されたんですけど」

「かけてるの？」

　！

「違います。誤解です！」

「なら気にしなくていいんじゃないの？」

「……そうですね。気にしないようにします」

　青砥さんはニコリと笑うと、手を挙げてひらひらさせながら歩いていった。

　私も残ってる仕事をするために席に戻らないといけないのだけど、なんだかそんな気持ちになれなくて、近くにあるテーブルに歩み寄り椅子を引いて崩れるように座り込んだ。

　私、部長に色目使ってるのかな？　自分じゃまったくそんなつもりなかったけど。でも、前島さんがそう言うってことは、周囲の人にはそう見えているってことよね？

　…………私、もしかして、もしかする？

　一緒に食事して、作った料理をおいしいって言ってもらえて、なにかしたらにこやかにお礼を言われて。それだけじゃなくて、根本的なこと、ダブルワークのしんどい毎日から救ってもらった。楽して私の負担分の三〇〇万保障してもらえて、あんな素敵なマンションで暮らしてる。文字通りの救世主。部長の笑顔に癒やされて、幸せを感じてる毎日で。

　それで浮かれてミス連発してたのかな!?　だったら超最悪……

　ダメだよ、こんなの。前島さんが言うように、部長の負担になって迷惑かけてしまう。ウチの親が作った借金だもん、私がちゃんと働いて返さないと。

　マンションから出よう。まだアパートは契約期間中だし、あんな事故物件、すぐに次が決まるとも思えないから間に合うかもしれない。それに確か、一室空いていたはず。交渉の余地があるんじゃないかな。

　あぁ、もう気持ちぐちゃぐちゃ。今日は帰ろう。










【雪広】






「森川、ちょっといい？」

　青砥が珍しく真面目な顔で声をかけてくるので何事かと驚いた。こいつの真面目な顔は女絡みでしか見たことがないから……そういう話？

「なんだよ」

　近くの打ち合わせ用ブースに移動し、鬱陶しいと言いたい感情丸出しで問いかける。

「お前さ、加藤さんのこと、どう思う？」

「へ？」

「へ、じゃねーよ。ここ最近、ケアレスミスが続いてるって話だ。お前の耳には届いてないか？」

「聞いてる」

「だろ？」

　あーー、ビックリした。それは確かに届いている。俺もどうしたんだろうと思っているところだ。家では普通で、調子が悪いとか悩み事があるとか、そういう感じは受けないのだが。

「俺はさ、ほぼノーミスの彼女をほとんど知らないから、どこがどうって具体的には言えないんだけど、他のスタッフも同じようなこと言うからさ。ちょっと調べてみようかと思って」

「……ずいぶん親切だな」

「お？　だって彼女かわいいじゃん。俺、好みだし」

「えっ」

「そんなに驚くこと？」

「いや、別に」

　露骨に反応している自分が恥ずかしい。

「この前、飲みに誘ってさ。二人で行ってきたんだけど、自分でコミュ障とか言う割には明るいし、話振れば面白く返してくれるし、なかなかいいな～って思ってさ」

「………………」

「つきあってる相手もいないって言ってるし、ちょっと調べてみて、株を上げようかなって」

「……単なる本人のミスかもしれないのに？」

「いや、一度や二度はそうかもしれないけど、こんだけ続くのヘンだろ。それも今までほぼノーミスだったんだぞ？」

　まぁ、それは俺もそう思う。

「それにさ、俺、ちょっと心当たりがあるんだ」

「心当たり？」

「ああ」

「なんだよ」

「いや、今の段階ではまだ言わないでおく。もし間違っていたら悪いからさ」

　悪い？

「加藤さんの邪魔をしている人間がいるみたいに聞こえるぞ」

「そのへんだ」

　そのへんって。

「とにかく、お前もしばらく彼女の動向には気をつけておけ。こういうトラブルはさ、ほっといたら部内の問題に発展することもある。人間関係はカオスでややこしいからさ。そんなつまらんことでお前の評判に傷がついたら困る」

「俺の評判なんてどうでもいいよ」

「いいことねぇよ。お前には早く出世してもらって、居心地のいい会社にしてもらわないといけない」

「おいおい」

「俺は本気だ。今の取締役ども、みんな伝統に胡坐かいて、頭が古くて固くて迷惑千万だ。お前に改革してもらいたいんだ」

　そんな大役押しつけないでほしいが。

「で、俺たち同期を引き上げてもらわないと」

「………………」

「なにかわかったら連絡する」

　青砥がすっと立ち上がるのを見上げるが、こっちは動けなかった。背中を眺めながら嘆息する。

　なにが改革だ。勝手なことばっか言いやがって。それよりも青砥が加藤さんと二人で飲みにいったってことのほうが数倍も気になる。もしかして加藤さんも青砥のことを？　であっても不思議じゃない。青砥は典型的な人たらしだから。

　そんなことを考えていたら仕事が手につかなくて、今日はもう帰ることにした。八時前に会社を出るなんて自分でも信じられないほど珍しい。

　フロアを見渡せば加藤さんの姿もないので、これから帰れば青砥の言っていたトラブルに関することをじっくり聞けるかもしれない。よし、急ごう。

　片づけをしてエレベーターを待っていると、後ろから名を呼ばれた。

「部長、お疲れ様です。今日は早いですね」

　振り返れば、そこにいたのは前島さんだった。

「まぁたまにはね。前島さんもお疲れ様」

　エレベーターの扉が開き、二人続けて中に入る。一階のボタンを押せば、また前島さんが話しかけてきた。

「もしお急ぎでなければ、飲みにいきません？　私、安くておいしいお店知っているんですけど」

「悪い、ちょっと急いでるんだ」

「……そうですか」

「また今度、時間のある時にでも」

　断るとわかりやすいほどしょぼんとされたので、つい反射的にお愛想でそう続ければ、前島さんの顔がぱっと明るくなった。

「じゃあ、時間ができたら声かけてくださいね！」

「……そうだね」

　エレベーターがウィーンと音を立て、止まった。扉が開く。

「じゃあここで、お疲れ様。また明日」

　急いでエレベーターから降り、早足でエントランスを進む。早く帰って加藤さんに件のことを聞きたくて気持ちが急く。彼女の邪魔をしている者がいるとすれば、心当たりがあるはずだ。青砥の報告なんて待ってられない。

　地下鉄に乗っている時間ももどかしい。三〇分程度で帰れるというのに。

　最寄り駅に着けば小走りで帰路を進んだ。わずかな距離なのに遠く感じられる。それでもエントランスに駆け込み、エレベーターに乗れば気持ちはかなり落ち着きを取り戻していた。

「ただいま」

「あ、部長。今日は早かったですね。私もさっき帰ってきたばかりなんです」

　みたいだ。彼女も服が変わっていないから。

「うん。ちょっと加藤さんに聞きたいことがあるもんだから」

「聞きたいこと？　あの、私も部長にお話があるんです」

　話？　なんだろ。

　ダイニングテーブルに二人で向かう。

「いえ。あの、聞きたいことってなんですか？」

「先に加藤さんの話を聞くよ」

「部長から」

「互いに譲り合っていたら終わらないよ。いいから話して」

　加藤さんの顔がなんだか引きつっているように見えるのは気のせい？

「じゃあ、私から。あの、やっぱり私、ここを出ようと思います」

「え？　どうして？」

「すごく助かって……いえ、助かるとかじゃなく、救われました。でもそれって部長にはなんのメリットもないし、むしろバレたら部長の評価に関わってきます。これ以上、迷惑をかけるわけにはいかないので」

　いきなりどういう心境の変化なんだ？

「それに私たち、つきあっているわけじゃないので、部長のプライベートにも悪い影響を与えそうだから……」

「プライベート？」

「その……交際とかするんだったら……」

　俺の交際関係を気にしてそんなことを？　そんな予定はまったくないのに、どうして……あ！　もしかして、俺じゃなく自分のことでは？　だからここにいることがそいつに知られたらマズいとか？　それって、まさか、青砥とつきあうからとか？

　俺には引き留める理由がない。困っているのは彼女のほうなんだから。カレシと同棲するんなら、ハウスキーパー代は出ないだろうが、家賃や光熱費は浮くから俺ほど楽ではなくても目途は立つ。だけど、それって――

「加藤さんにそういう相手がいるのか？」

「は？　なに言って」

「もしかして、青砥とか？」

「青砥さん!?　どこからそんな名前が出てくるんです？」

「どこからって、二人で飲みにいったんだろ？」

　大きく見開かれた目に図星を刺された感情あり、か？　待てよ、それっ。

「確かに行きましたけど、それ、悪いことですか？」

　悪いこと!?　なにを言ってる。

「俺と暮らしてるのに他の男とつきあうってどういう了見だ！」

「どういう了見って……なに言ってるんですか？　私は雇われているだけで、部長と交際しているわけじゃありません。誰とどこに行こうが、部長に関係ないでしょ!?」

「――――――」

「男女が一緒に住むことを『同棲』と定義するならその通りです。でも私の場合はハウスキーパーとしてお給料をもらっています。これは雇い主と従業員の関係で、プライベートまで束縛されるものじゃないはずです」

「それは……そうだ。だけど君は俺の提案を呑んで、ここで家事をすることに同意した。三〇〇万分の働きをすると約束した。口頭でも契約が成立することは知っているだろう。勝手なことは許さない」

　またも驚いたような顔をする加藤さんを見ながら、なんとか説得できないか考えるがいい案や言葉が出てこない。なにか言えば言うほど真逆に突っ走っているような気がするんだが。

　俺、焦るばかりにおかしくなってる？

「あんな危なっかしいアパートには帰せないし、払った分はしっかり働いてもらわないと」

　ああ、違う。こんなことを言いたいわけじゃない。こんなの傷つけてしまうだけの言葉じゃないか。言いたいことはもっとこう、彼女が喜ぶような優しい言葉で……

「おっしゃる通りです。でも、そんな……そんな頭ごなしな言い方しなくても」

　いや、だからっ。いや、そうなんだ。わかっている。もっと違う言い方をしたくて――

「部長には感謝しているんです。してるけど、変な勘繰りして、揚げ句につきあってもいないのに人が聞いたら勘違いするようなことを言って、そういうの、我慢できません」

「あ！　ちょっと加藤さん！　待て」

　止める間もなくリビングに置いてあった鞄をひったくって走る彼女を追いかけたが、間に合わなかった。玄関をも飛び出した加藤さんは廊下を駆け抜け、ちょうど開いたエレベーターに飛び乗ってしまった。俺が到着した直後に扉が閉じて下降を始めた。その時に出てきたこの階の住人が怪しむような視線を向けているのも気にせず、ただ呆然とそこに立ちつくしていた。

















第五章　思ってもみない急転直下のハッピーエンド












【冴子】






　眠い。しかも最悪の状況。着替えがない。これで会社に行かないといけない。絶対誤解される。

「私ってバカ」

　マンションを飛び出し、カプセルホテルを探してブランケットに包まったまではなんとかなったけど、そこから後悔の連続。

　どうしてアパートに行かなかったのか。服はないけど、少なくても出費は抑えられた。

　そもそもどうして飛び出してしまったのか。腹が立ったとしても飛び出すことはなかったはずだ。

　それでカプセルの中で声を殺して泣いて泣いて、泣きつくしてたら世話がない。

「……だってさ、契約とか勝手なこととか、辛いじゃん」






　――君は俺の提案を呑んで、ここで家事をすることに同意した。三〇〇万分の働きをすると約束した。口頭でも契約が成立することは知っているだろう。勝手なことは許さない。






　改めて思い返しても、部長の言葉には愛情の欠片も感じられない。私のこと、雇ったハウスキーパーとしてしか見てない。そりゃそうだから文句なんて言えないけど、でも、ちょっとはさ……

「はあ」

　はあって、私、なにを傷ついてるんだろ。部長が私のことちょっとは好きでいてくれているんじゃ、なんて自惚れていたことへのショック？　バカじゃない？　そんなわけあるはずないこと、私自身が一番わかってることなのに。それどころか、ずっと睨まれて嫌われているって思っていたのに。

　それを勝手に助けられた、一緒に暮らしてコミュニケーション取れてるって気がして、一人でうれしくなって喜んでただけじゃない。

「…………うぅ」

　ヤだ、また涙が込み上げてきた。鼻の奥が痛い。これから会社に行くってのに、また泣いてどうするのよ。

　それにしても、服、ホントに痛いよ。どうしよう。

　スーパーで買った食材を冷蔵庫に入れるのに手間取って、着替えるのが遅くなったところに部長が帰ってきたから。前日と同じ服で出勤なんて、どう考えても朝帰りよね。そういう場合、やっぱり宿泊デートとかって思われるのかな。

　…………違う。

　服なんてどうでもいい。私、部長が好き。今日、顔を合わせるのが辛い。部長の顔見たら、絶対号泣しちゃう。

　でも、休むわけにはいかない。行かなくちゃ。

　どれだけ悩んでも歩けば前に進むわけで、進んだらいつか会社に到達するわけで。

「おはようございます」

「あ、おは……加藤さん、どうしたの？　調子悪い？」

「ちょっといろいろありまして」

「ご家族？」

「えぇ、まあ」

「……そう、込み入ったこと聞いちゃってごめんなさい。お大事に」

「いえいえ、大丈夫。ありがとう」

　ううう……ますます罪悪感が。嘘ついてごめんなさい。

　それにしても、私のやり取りを周囲は固唾をのんで見守っている。挨拶をしたら、みんな返してくれるけど、そのあとに妙な沈黙と視線が……痛すぎる。

　あんまり席にいたくないな。なにかドリンクでも買いにいこう。

「加藤さん」

「え、あ、青砥さん、おはようございます」

「あれ、どうしたの、顔、腫れてない？」

「ちょっと……」

　いたたまれなくて視線を下げると、青砥さんのスーツが昨日と同じであることに気がついた。

　ちょ……これ、部長が見たら、誤解ＭＡＸにならない？

「いやーー、まいったまいった、貫徹しちゃってさ」

「貫徹？」

「そ、会社に泊まり込んで徹夜で調べもの。さすがに疲れたわ～」

「そんな大変な案件があるんですか？」

　ん？　なんかニンマリ意味深に笑ってるんだけど？

「まぁね。でも、こういうのってさ、一気にやるのがいいからさ。でも、いろいろわかったよ。早々カタをつけるつもり」

　？　なんの話だろう？

「すみません、なんかよくわからないんですが」

「そうだよね。ところで、今日、予定ある？」

　予定？　あ、いや、青砥さんとはもう出かけるのは遠慮したい。これ以上、部長に誤解されたくない。

「おっとっと、飲みの誘いじゃないんだ。仕事の件なんだけど」

「仕事？　私にですか？」

　課が違うんだけど、どういうこと？

「六時に保管ルームに来てくれないかな」

「保管ルーム？　どうして……あ、私が山田さんを手伝ってＫＧ事業部の棚を整頓したからです？」

「そうそう。どこになにがあるか、加藤さんなら全部知ってると思って。山田さんは自分の仕事でアップアップしているみたいだから頼みにくくてさ」

　なるほど。

「そういうことなら。わかりました、では六時に保管ルームに行きますね」

「よろしくね」

　青砥さんがほしい資料くらい、瞬殺で見つけられると思うから、終わって服を買いにいくのに影響はない。これが時間のかかる内容だったら泣いてた。というか部署違いで断ってた。

　席に戻れば前島さんがこちらを睨んでいるのが見えた。

　今にして思えば、どうして彼女にあそこまで言われないといけないのかよくわからない。考えられるのは、つきあってるかって聞かれたし、そういえば彼女、帰る時とかわざわざ部長に挨拶しに行っていたように思う。何度か居合わせた記憶がある。ってことは、部長のことが好きで、私に妬いてる、とか？

　それなら考えられるかも。部長はエリートであのイケメンぶりだから社内外の女性に大人気だし、前島さんが好きでもぜんぜん不思議じゃない。

　というか、そう考えるのが自然よね。部長の評判が落ちるとか言っていたし。

　そっかぁ、前島さん、部長が好きなのか。

　……私も、好きだったりするのよ。あなたのおかげで自覚しちゃったよ。この三週間、どんだけ幸せだったか。部長と食事するのも、私の作った料理を食べてもらえるのも、ほんとに、ほんとに……

　だけど、部長は私のこと、なんとも思ってないどころか、雇ってる人、程度にしか考えてないことがわかってしまったから、実らない恋よね。

　あぁ、ダメダメ、仕事に集中しないと。またミスしてしまう。みんな優しいけど、たぶん最近の私のミス度は崖っぷちレベルだと思う。しっかりしないといけない。

　はあ、とため息をついたところで部長が出勤してきた。

　あれ？　あのスーツ、昨日と一緒？　ってことは、部長、あれからまた会社に？　青砥さんも会社に泊まり込んだって言ってたから、トラブルでも起きて二人で対応してたんだろうか？

　とはいえ、いつまでもそんなことを考えていてはいけない。仕事仕事。

　ここ最近のミスを取り返さないといけないので集中していたら時間の感覚がなくなって、気づいたら終業時間一〇分前を知らせるメロディが流れている。とはいえ、このメロディで本当に帰り支度をする人は人事や総務なんかの管理部門だけで、営業部を抱える各事業部の者は、残業のための一服タイムって位置づけなんだけど。

　青砥さんとの約束があるのでキリのいいところで手を止め、保管ルームへ向かうけれど、彼はまだ来ていなかった。

　それにしても、よその事業部の棚の汚いこと。これを見ていたらつい整理整頓したいという欲求が湧いてくる。

　うずうずしながら眺めていたら、足音が聞こえてきて扉が開いた。

　てっきり青砥さんだと思っていたら、森川部長の姿が見え、さらに後ろに前島さんがいたので思わず棚の陰に隠れてしまった。

　や、こういう場合、隠れるんじゃなく出ていって部屋をあとにしたほうがいいんじゃないかな。

　というか、なんか互いに向き合って見つめ合ってるんですけど。それって今からここでいかがわしいことが行われるとか？　それは嫌よ、見たくないよ、そんなのっ。私だって部長のこと好きなのにっ。

「なぜ呼ばれたか、わかっているか？」

　あああ、話が始まってしまった。もう出ていけない。

　ん？　ちょっと待って、今の部長の声のトーン、ずいぶん低くて妙な迫力がなかった？

「やっと森川部長が私の気持ちに気づいてくださったのでは？」

　うわ、直球！　なんかこっちのほうがドキドキしてきた。だけどこれ、部長がＯＫって言ったら二人の交際が始まるわけよね？　私の失恋が決定するのよね？　違う意味で動悸がして、心臓が痛い。

「君の気持ち？」

「はい。ずっと部長を想っていました」

「…………そう」

　なに、その沈黙とヘビーなムードの返事。もしかして、部長も告白されて緊張しているとか？

「それで休日とか俺のマンションに張りついたりしていたわけ？」

「……それは」

「そういうのストーキングって言うんだけど、わかってるか？」

　ストーキング？　前島さんが部長に？　ちょっと待って、それ、昨日私が前島さんに言われたことなんだけど。

「それを言うなら加藤さんだって同じでしょ？　あの人も森川部長のマンションに押しかけているじゃないですか。私はマンションの外で見ているだけで入っていませんが、あの人はエントランスまで出入りしてましたけど」

「わかった、とりあえずこの件はここまででいい。もう一つ聞きたい。君、加藤さんが担当している店舗データを勝手にいじったり、作成する書類に関係のない資料やデータを差し込んだり上書きしたりしていたよな？」

　…………今、なんて？

「なんのことですか？」

「とぼけても無駄だ。ここ一か月間の加藤さんからのデータに関して、情報システムに頼んで更新ログを出してもらった。資料についても彼女が使ったと思われるものがどこから引っ張られたのかコピーを取っている。ログの時間はすでに彼女は帰っていて社にはいないんだから、本人が間違えようがない」

「そんなのわかりませんよ。タイムカードとかないんですから。それに私、加藤さんが設定したパスワードなんか知りません」

「そうかな。彼女がパスワードを打ち込む時に背後にいればわかるだろ」

「そんなの推測でしかありません」

「そうか。では、最後だ。この赤丸の時間なんだが、この時間、加藤さんは間違いなく会社にはいない」

「どうしてわかるんです？」

「俺と一緒にいたからだ」

「――――――」

「一緒に暮らしている。だからこの赤丸の日は、俺が証人だ」

　い、言っちゃった……

　いいの？　それ、言ってしまって。ああ、だけど、私がここ最近ミス連発したのは、前島さんがデータを改ざんしていたから？　ウソ……

「彼女が俺のマンションに出入りしているのは当然のことだ」

「……つきあっているんですか？　加藤さんは否定したけど」

「君には関係のないことだ。それに君が俺をどう思っていようと、俺は君のことは部下の一人だということ以外、どうとも思っていない。ましてや自分の気に入らない人間を汚い手を使って陥れようとするような者は、蔑みことすれ好きになったりはしない」

「………………」

「君は単なる嫌がらせのつもりだったのだろうが、事業部の足を引っ張り、スタッフたちに迷惑をかけた責任は重い。放置はできない。この件は上に報告し、人事部から沙汰してもらう」

「会社、辞めろってことですか？」

「それは君が決めることだ。俺がとやかく言うことじゃない。とにかく、人事部に申し送り、会社に判断してもらう」

「……部長は、加藤さんが好きなんですか？」

「それを君に話す必要はないし、そんな気もない。そもそも今は君の不正について話をしている」

「…………私のこと、好きじゃないの？」

　前島さんが目に涙をためて部長を見上げている。切ない表情は気の毒なほどなんだけど、部長にはほだされてほしくない。

「泣いて済む問題じゃない」

「………………」

　前島さんがややうつむいたのを見下ろしている部長は、「はあ」とため息を落とした。

「ＫＧのスタッフで、部下の一人だと思っていた」

「わかりました」

　前島さんは悔しそうに唇を噛むと、身を翻して保管ルームから出ていった。

　過去形で言われたらキツいよね……

　なんか、虚脱。私のケアレスミスが、こういうことから起こっていたなんて。

「加藤さん、終わったから出ておいで」

　いっ!?

「あの？」

「君には他の説明がいる」

　他の説明？

「私がここにいるの、知っていたんですか？」

「ああ。俺と青砥で仕組んだからな」

　青砥さんと？

「青砥が君のミスは怪しいと言ってきた。その原因に心当たりがあるからと動いてくれた。前島さんが俺の周囲をちょろちょろしていることと、君と言い合いになっているのを見たと言って、彼女が関わっているんじゃないかと怪しんだんだ。あれから連絡があって、しっぽを掴んだって言うから急いで社に戻って証拠を揃えた」

　それで青砥さん、徹夜したって言ったんだ。私がカプセルホテルで情けなくも泣いていた時、二人で調べてくれていたんだ。

「私がマンションに越した日、前島さんっぽい人を見かけたけど、あれは、っぽい人じゃなくて本人だったんですね」

「だろうな。毎週末張っていたとは俺も知らなかったよ。推測だけど、掃除に来てくれた時から見つけて、君を怪しんでいたんじゃないかな」

　それ、めちゃくちゃ怖くない？

「彼女が認めるところを君に直接聞かせたくて、こんな芝居を打った。君のミスは仕組まれたものだからまったく気にしなくていい」

「それは……はい、そうですね。けど、わかってしまえばやっぱり腹立たしいですね。私、めちゃくちゃへこんで、毎日気をつけなきゃってそればっかり思ってたから」

「彼女には異動してもらうからそれで我慢してほしい。それよりも、俺たちのことで話があるんだ」

　俺たちのことで話？　たち？

「君への失言はこの通り謝る。すまなかった」

「待って待って！　そんな、頭下げないでください」

　顔を上げた部長の目がなんだか座ってて、こわいんですけど。

「俺はけっして君のことをハウスキーパーだなんて思っていない。引き留めようと思うばっかりに焦ってひどいことを言ってしまった。確かに越してこいと言ったのは、あんな危なっかしいボロアパートに若い女一人住んでいるのを知って、放っておけなかったからだけど、だからって口約束で君を拘束する気も束縛する気もない。だから戻ってきてほしい」

「でも……やっぱり、その」

「やっぱりその、なんだ。なにが君をためらわせるんだ？」

「つきあっていない男女が一緒に住むの、マズいと思うんです」

「だから、つきあえばいいんだ。あ、いや、こういう言い方をしたらまた誤解しそうだから今のはなしだ。加藤さん、俺とつきあってほしい」

　………………？

「なにを呆けた顔してるんだよ」

　呆けた顔って……なにを言われたのか、うまくキャッチできなかったもので。

「確かに最初はなんとかしないと、と思っただけだ。それは認める。でも一緒に暮らすようになって、いつもムッツリ不機嫌で無愛想、協調性ゼロの君がいきなり大泣きするし、一緒に住めば楽しそうに笑うし、肉じゃがはうまいし。ギャップ萌えとメシで胃袋掴まれて落ちた――って白状したら、納得してくれるだろ？」

　えーっと、えーっと、えーっと……

　な、なんか、いろいろツッコミどころ満載で、どこから反応していいのかわかんない。

「俺は君が好きだ。俺のそばにいてほしい」

　！

「ウソ」

「こんな状況で嘘を言ってどうするんだよ。青砥とつきあうんじゃないかと思って焦ったんだ。それで自覚した。借金なんか俺が全部払ってやるから俺の懐に飛び込んできたらいい。金も君も、全部俺が面倒を見る。見たいんだ。君のために、俺にできることは全部したい。だから俺を好きになってほしい」

　な……なにそれ、かっこよすぎて言葉がない。……だけど。

「でも」

「なんだよ、まだなにかあるのか？」

「なにもないですけど……やっぱりその、信じられなくて」

　部長の目が怒ったように吊り上がった。こわいよ、それ。

「だって、部長ってハイスペックなんですよ？　エリートじゃないですか。私みたいな女、好きになるはずないですよ。ハイスペはハイスペとくっつくもんです」

「どういう理屈だよ。つかさ、俺の意思はどこにあるんだよ」

「あっ」

　腕が伸びてきたかと思ったら、手首を掴まれて引き寄せられた。つんのめった瞬間、ガッシリとした胸に抱きしめられていて、顔が――

「んんっ」

　口っ！

　息できない。くらくらしてくる。

　キスしてる。

「ふわっ」

　信じられない。この私が、キスって。部長と！
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「どうだ？　わかったか？」

「………………」

「泣くなよ。加藤さん、泣き虫だなぁ」

「だ、て……う」

「ん？」

「うれし、い、だもん」

　涙が止まらない。ぐずぐずやってたら、ふわっと抱きしめられた。

「ぶ、ちょが私のこと、好きって、信じ、らないのに、こんなの」

「わかったわかった。しっかり信じさせてやるから帰るぞ」

「か、える？」

「帰って続きをする」

「！」

「それとも残業のほうがいいか？」

　それはイヤ。

「俺が君に惚れてること、これから体にガッツリ刻み込んでやるから」

「………………」

「返事は？」

「………………はい」

　じっと見つめられて、考えるより先に答えていた。

「よし」

　うれしそうに笑った顔にきゅんとする。

　なんかよくわからないうちに、私、部長のものになってしまった。

　やっぱり信じられない。

　でも――うれしい。






　それから私たちはマンションに帰り、玄関に入った瞬間からキスして、お姫さまだっこされて部長の寝室に運ばれて、あんなことやこんなことをして……

「部長」

「雪広って呼べよ。俺も今から冴子って呼ぶから」

「……雪広さん」

「よくできました。それで、俺に惚れられてること、信じられたか？」

「はい」

「素直な返事でよろしい」

　ちゅっとかわいい音がして、おでこにキスが落ち、全身が熱くなる。

　部長の気持ちが、体と心の深い部分に刻み込まれ、ジンジンと響いている。

　私がもう、疑うことなど一ナノもないくらい、強く強く。

　でも、欲ってどんどん大きくなるもので。

「ねぇ」

「ん？」

「もう一回ぎゅっとされたい」

「よし」






　ずっとずっと、抱きしめられていたいって――










【雪広】






「おめでとう」

　チン、とグラスが合わさる高い音がする。俺を祝ってくれているはずなのに、なんだかあまりうれしくないのは隣にいるのが青砥だからだ。

「結局、諸悪の根源はお前だったから、汚名返上できてよかったな」

「なんだよ、その汚名返上って」

「名誉挽回って言ったほうがよかったか？」

「うるさいぞ」

「だってさ、彼女がいじめに遭って辛い思いをするはめになったのが、お前と親しくしているからってのが笑えるだろ。しかも当の本人はこのことにまったく気づいていない。帰りに必ず挨拶しに来るとか、自分のマンションを張られているとか、さ。かなりガッツリとストーキングされていたのに」

　気づくかよ。おはようございますとお疲れ様です、失礼します、だぞ。

　ただ言われてみれば、加藤さんがウチに来た日、彼女から前島さんっぽい人を見かけたけどこの辺りに住んでいるのか？　って聞かれたけどさ、それだって、っぽい人なんだし、わかるわけがないじゃないか。

「眼中になかったから」

「まったく？」

「まったく」

　青砥が意味深にニヤリと笑った。

「それにしてもさ、お前ら同棲してたってすげぇオチだよな」

「………………」

「しかもさ、借金を肩代わりしてやるとか、危なそうなアパートに住んでるから引っ越させたとか、無茶ぶり発揮でさ。金持ちの道楽と上司パワー使うってなかなかできるもんじゃない」

　マジでこいつの口に雑巾でもぶち込みたい。

「スーパーヒーローかっこいぃねぇ。けど、くっつけてやったのは俺なんだから感謝してくれよ？」

「はいはい」

「そんなに怒るなよ。ハッピーのド真ん中にいるくせにブー垂れてたら不幸になるぞ？」

　頬杖をついて笑いながら言う時のコイツの顔を何度見てきたかわからない。海外支店時代、愚痴り合って、相談し合って、辛いことを乗り切ってきた仲だ。だからこそ、今回の件、こいつには心底感謝している。けど……

「お前、言い方が悪いんだよなぁ」

「そうか？　まぁ、幸せになれよ。で、会社改革よろしくな」

「はいはい」

　もう一度同じ返事であしらい、ウイスキーを呷る。

「お前には感謝してるよ、マジで。彼女に落ちてることに気づかずに振られるところだったんだから。これからは好きだのなんだの連発して、逃がさないようにするさ」

　ニヤリと不敵に笑うこいつの顔を見たらいつもの俺のペースであることにホッとする。帰りになにか――ケーキでも買って帰るとするか。彼女が好きな和栗のモンブランでも。







了
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